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宋

代
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の

身

分
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芳

郎

は
し
が
き

一
主
佃
専
法
の
展
開
と
そ
の
特
徴

川
宋
代
の
主
佃
本
法

川
元
代
の
主
佃
事
法

制
主
佃
専
法
の
特
徴
明
代
へ

二

「
分
」
の
規
範
と
「
長
幼
の
序
」

三
移
赫
問
題
と
主
側
関
係

お

わ

り

に
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t土

し

カL

き

木
稿
は
、
宋
代
地
主
佃
戸
制
の
歴
史
的
性
格
を
め
ぐ
る
研
究
史
の
中
で
、
常
に
中
心
的
課
題
の
位
置
を
占
め
て
き
た
主
佃
聞
の
刑
法
上
の
不

平
等
規
定
、

「
主
僕
の
分
」

・
「
主
佃
の
分
」
な
ど
の
身
分
規
制
、

更
に
は
佃
戸
の
移
轄
の
自
由

・
不
自
由
と
い

っ
た
問
題
を
再
検
討
し
た
も
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
は
、

周
知
の
よ
う
に
、
地
主
に
射
す
る
佃
戸
の
身
分
的
隷
属
性
の
如
何
を
決
定
す
る
主
要
な
指
標
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
だ
け
に
関
連
史
料
の
殆
ん
ど
す
べ
て
は
検
索

・
紹
介
さ
れ
、
議
論
も
ま
た
出
量
し
た
か
の
感
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
の
諸

問
題
を
改
め
て
再
検
討
の
姐
上
に
の
ぼ
せ
た
の
は
、
従
来
の
諸
研
究
で
試
み
ら
れ
た
史
料
解
緯

・
操
作
に
い
く
つ
か
の
疑
問
が
存
し
、

貫
誼
面



で
な
お
論
ず
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
宋
元
代
の
い
わ
ゆ
る
雇
傭

人
身
分
に
つ
い
て
論
じ
た
際
、
併
せ
て
佃
戸
の
身
分
規
制
に
つ
い
て
も
些
か
の
論
及
を
行
い
、
宋
代
の
佃
戸
は
「
主
僕
の
分
」
に
よ
っ
て
身
分

①
 

規
制
さ
れ
る
階
層
と
「
主
佃
の
分
」
に
よ
っ
て
身
分
規
制
さ
れ
る
階
層
と
に
三
大
別
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
提
出
し
た
が
、
こ
う
し
た
佃
戸
の

階
層
差
に
着
目
し
て
宕
の
諸
問
題
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
見
通
し
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
研
究
史
の
ポ
イ
ン
ト
を
提
示
し
つ
つ
、
私
見
を
劉
置
し
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

主
佃
事
法
の
展
開
と
そ
の
特
徴

北
宋
の
中
期
に
形
成
さ
れ
、
刑
量
に
饗
化
を
見
せ
つ
つ
南
宋

・
元
代
へ
と
受
け
縫
が
れ
た
主
佃
聞
の
刑
法
上
の
不
卒
等
規
定
|
以
下
主
佃
専

法
と
呼
ぶ
|
は
、

い
か
な
る
歴
史
的
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、
主
佃
専
法
と
同
じ
く
宋
代
に
形
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
雇
傭
人
法
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が
、
元
代
は
も
と
よ
り
明
清
代
に
も
麗
工
律
と
し
て
縫
承
さ
れ
た
の
に
劃
し
て
、
こ
の
主
佃
専
法
が
明
律
以
降
全
く
見
出
せ
な
く
な
る
の
は
、

い
か
な
る
事
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
周
藤
吉
之
氏
が
、
地
主
に
劃
す
る
佃
戸
の
経
済
的
依
存
と
社
曾
的
隷
属
性
ー
ー
す
な
わ
ち
「
主
僕
の
分
」
|
|

@
 

と
が
社
舎
的
に
公
認
さ
れ
、
そ
れ
が
法
制
上
に
反
映
し
た
と
い
う
見
解
を
提
出
さ
れ
た
の
に
封
し、
宮
崎
市
定

・
草
野
靖
雨
氏
は
、
主
佃
聞
の
封

立
の
激
化
と
佃
戸
の
抗
租
闘
争
と
に
劃
す
る
弾
匪

・
反
動
立
法
と
し
て
こ
の
法
を
理
解
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
佃
戸
の
法
的
地
位
は
北
宋
か
ら
南
宋

③
 

へ
と
よ
り
低
下
し
た
と
す
る
立
場
を
と
っ
て
お
ら
れ
る
。
一
方
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
仁
井
田
陸
氏
が
、

農
民
の
反
乱
暴
動
に
お
け
る
封

@
 

抗
力
の
増
大
や
佃
戸
の
社
曾
的
地
位
の
上
昇
ー
ー
ー
す
な
わ
ち
「
主
僕
の
分
」
か
ら
「
長
幼
の
序
」
へ
ー
ー
と
い
う
説
明
を
興
え
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
が
、
相
田
洋
氏
は
よ
り
積
極
的
に
、

「
元
末
の
反
乱
」
を
基
本
的
に
地
主
屠
に
劃
す
る
階
級
闘
争
と
規
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の

「反
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観
」
の
中
に
よ
り
高
い
経
済
的
自
立
性
と
精
神
的
自
費
を
持
っ
た
佃
戸
の
姿
を
見
出
し
、
そ
こ
に
明
代
に
主
佃
専
法
を
制
定
せ
し
め
な
か

っ
た

⑤
 

主
要
な
基
盤
を
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
法
制
上
の
嬰
化
と
現
立
の
主
佃
開
係
の
展
開
と
を
相
即
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
極
め
て
正
賞
な
分
析
方
法
と
研
究
の

蓄
積
を
ふ
ま
え
た
上
で
な
お
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
現
買
の
主
佃
関
係
と
の
関
連
を
拾
象
し
、
主
佃
専
法
の
展
開
自
佳
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
し

た
い
。
そ
れ
は
、
筆
者
の
カ
量
が
そ
の
形
成
期
か
ら
明
初
に
至
る
聞
の
主
佃
関
係
を
総
臨
的
に
把
握
す
る
に
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
制
約
の
ほ

か
に
、
主
佃
専
法
の
展
開
過
程
そ
れ
自
躍
の
内
に
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
重
要
な
問
題
が
秘
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
冒
頭
の
二
つ
の
設
問
に
劃
す
る
解
答
の
糸
口
が
見
出
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

以
下
関
連
史
料

の
検
討
に
移
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ω宋
代
の
主
佃
等
法

@
 

主
佃
専
法
形
成
の
端
緒
は
、
草
野
氏
が
論
説
さ
れ
た
よ
う
に
北
宋
の
天
皇
九
年

(一

O
三
二

に
聞
か
れ
る
。

そ
れ
は
地
主
が

佃
客
を
殴
殺

⑦
 

し
た
場
合
に
、
他
の
死
罪
と
同
様
奏
裁
の
制
度
を
も
と
に
情
紋
酌
量
の
途
が
聞
か
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る。

明
確
な
刑
量
を
備
え
た
主

佃
等
法
は
、
元
一耐
五
年
(
一

O
九
O
〉
に
制
定
さ
れ
る
。

李
京
『
紡
賀
治
通
鑑
長
編
』
巻
四
四
五
同
年
七
月
乙
亥
候
に
、

-
刑
部
言
、
佃
客
犯
主
、
加
凡
人
一

等。

主
犯
之
、
杖
以
下
勿
論
、
徒
以
上
減
凡
人
一
等
。

謀
殺
盗
詐
及
有
所
規
求
避
菟
而
犯
者
、
不
滅
、

因
殴
致
死
者
、
不
刺
面
、
配
那
州
本
城
、
情
重
者
奏
裁
。
従
之
。

③
 

と
あ
り
、
佃
客
の
犯
主
は
凡
人
に
一

等
を
加
え
、
地
主
の
犯
佃
は
杖
以
下
の
罪
は
論
ぜ
ず
、
徒
以
上
は
凡
人
に
一

等
を
減
ず
る
と
い
う
通
則
的

@
 

規
定
の
ほ
か
、
地
主
の
犯
佃
の
附
術
後
項
と
し
て
、
謀
殺
、
盗
詐
、
規
求
な
い
し
避
菟
す
る
所
有
っ
て
犯
す
者
は
減
刑
せ
ず
、
佃
客
を
殴
殺
し
た

⑪
 

者
は
刺
面
せ
ず
郷
州
の
本
城
に
配
し
、
情
重
き
者
は
奏
裁
と
定
め
る
。
こ
の
刑
量
は
、
南
宋
初
の
紹
興
救
に
至
っ

て

一
部
嬰
化
す
る
。
李
心
体
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『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻
七
五
紹
輿
四
年
(
二

U
臣
伏
見
、

主
殴
佃
客
致
死
、
在
嘉
祐
法
、
奏
聴
救
裁
、
取
赦
原
情
。
初
無
滅
等
之
例
。
至
元
盟
、
始
減
一

等
、
配
郊
州
、
而
殺
人
者
、

復
死
実
。
及
紹
興
、
叉
滅

一
等
、
止
配
本
城
、
弁
其
同
居
被

殴

至

死

、

傍

倖

之

途
既
閥
、

器
獄
之
弊
滋
甚
。

不

亦
用
此
法
。

由
此
人
命
寝



軽
、
富
人
敢
於
専
殺
。
死
者
有
知
況
寛
、
何
所
赴
想
。

と
見
え
、
地
主
の
佃
客
殴
殺
罪
は
北
宋
代
よ
り
更
に
一
等
を
減
じ
て
本
城
に
配
す
る
に
止
め、

同
時
に
佃
客
の
同
居
親
に
劃
す
る
殴
殺
罪
に
も

こ
の
法
が
援
大
適
用
さ
れ
る
べ
く
改
饗
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。

と
こ
ろ
で
、
口
と
刊
の
史
料
を
比
較
し
て
み
る
と
、
日
が
、

一
定
の
附
帯
僚
項
を
設
け
つ
つ
も
主
佃
各
々
の
犯
罪
を
包
括
し
た
遁
則
的
規
定

で
あ
っ
た
の
に
射
し
、
ほ
は
、
地
主
が
佃
客
と
そ
の
同
居
親
を
殴
殺
し
た
場
合
の
刑
量
を
示
す
の
み
で
あ
っ
て
、
佃
客
の
犯
主
は
も
と
よ
り
、

地
主
の
犯
佃
一
般
が
紹
興
敷
に
お
い
て
い
か
な
る
刑
量
を
も

っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
か
に
つ

い
て
は
、
何
ら
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
は
の
王
居
正
の
上
言
が
減
等
の
制
に
劃
す
る
非
難
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
文
脈
の
中
で
主
佃
専
法
が

語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
に
お
い
て
主
佃
聞
の
刑
量
が
加
減

一
等
の
懸
隔
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も

っ
て
、
同
様
に
川
の
紹
興
敢
に
お
い
て
も
加
減
二
等
の
通
則
的
規
定
が
存
在
し
、
王
居
正
の
上
言
は
そ
の
一

面
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
も
の
と

推
定
す
る
の
は
、
果
し
て
安
嘗
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
か
か
る
推
定
が
行
な
わ
れ
て
き
た
の
は
、
単
に
川
の
史
料
か
ら
の
類
推
だ
け
で
な
く
、

『
慶
元
保
法
事
類
』
巻
八

O
雑
門
《
諸
色
犯
姦
》
の
雑
敢
に
、

小
川
諸
蓄
人
力
姦
主
者
、
品
官
之
家
、
加
凡
姦
喜
一
寸
、
民
庶
之
家
、
加
萱
等
。
即
佃
客
姦
主、

各
加
喜

一寸O

以
上
婦
女
及
蓄
主
興
女
使
姦
者
、

各
以
凡
論
。

⑪
 

と
あ
り
、
佃
客
が
地
主
の
婦
女
を
姦
淫
し
た
場
合
は
、
凡
姦
に
二
等
を
加
え
る
と
い
う
規
定
が
見
え
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
日
は
主
佃
各
々
の
犯
罪

一
般
に
つ
き
加
減

一
等
を
原
則
と
す
る
通
則
的
規
定
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
犯
罪
の
種
類
を
特
定
し
な
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
地
主
の
謀
殺
や
盗
詐
等
が
、
附
帯
保
項
と
し
て
こ
の
原
則
と
は
別

の
刑
量
が
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
逆
に
川
の
加
減
一
等
の
原
則
が
犯
罪
行
第

一
般
を

!

少

な
く
と
も
闘
訟
罪
、
盗
罪
、
詐
偽
罪
を
包
括
す

ベ
く
預
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
山
の
史
料
は
山
に
お
い
て
す
ら
附
帯
保
項
で
あ
っ
た
地
主
の
佃
客
殴
殺
地
の

襲
化
を
示
す
の
み
で
あ
っ
て
、
主
佃
聞
の
犯
罪
一
般
に
関
す
る
加
減
二
等
の
通
則
的
規
定
が
紹
興
救
に
存
し
た
か
否
か
を
確
定
す
る
根
撲
と
は

- 67ー
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な
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
従
来
南
宋
代
に
お
け
る
通
則
的
規
定
の
存
在
を
裏
附
け
る
と
目
さ
れ

て
き
た
皿
の
史
料
で
あ
る
。

現
存
す
る
『
慶
元
保
法
事
類
』
に
は
、
各
七
一
刑
獄
門

一
と
巻
七
二
刑
獄
門
二
に
相
賞
す
る
部
分
が
依
落
し
て
お
り
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
牧

録
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
主
佃
専
法
の
内
容
は
全
く
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
岨
の
規
定
を
牧
め
る
巻
八

O
雑
門

《諸

、ι
1J

色
犯
姦
》
に
は
、
そ
の
表
題
の
ご
と
く
い
く
つ
か
の
ケ
l
ス
に
わ
た
る
姦
淫
罪
規
定
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
は
叩
の
ご

と
き
佃
客
の
犯
主
規
定
は
存
す
る
も
の
の
、
逆
に
地
主
が
佃
客
の
婦
女
を
姦
淫
し
た
場
合
の
規
定
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た

だ
、
町
に
「
以
上
婦
女
及
施
自
主
興
女
使
姦
者
、
各
以
凡
論
。
」
と
あ
る
部
分
は
、
「
奮
人
カ
や
佃
客
と
(
和
〉

姦
し
た
婦
女
、
及
び
蓄
主
と
女
使

戸

h
E
目、

と
が
姦
淫
し
た
場
合
は
、
各
お
の
凡
姦
で
論
ず
る
。
」
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
、
し
た
が

っ
て
、
佃
客
に
と
っ
て
「
主
人」

に
相
首
す
る
地
主

⑬
 

の
婦
女
に
は
減
刑
の
措
置
が
と
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

も
と
よ
り
こ
れ
は
姦
涯
の
主
鰻
が
佃
客
の
場
合
の
規
定
で
あ
っ
て、
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地
主
が
佃
客
の
婦
女
を
姦
淫
し
た
場
合
と
直
ち
に
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

《諸
色
犯
姦
》
の
候
文
中
に
地
主
の
犯
姦
規
定
が
見
首

ら
な
い
こ
と
と
併
考
す
れ
ば
、
地
主
の
犯
姦
は
凡
姦
と
同
じ
く
論
じ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
す
ら
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
右
の
推

定
と
は
別
に
、
佃
客
の
姦
主
は
凡
姦
に
二
等
を
加
え
る
と
い
う
E
の
規
定
が
、
他
の
犯
罪
と
は

濁
立
の

候
文
と
し
て
牧
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
少
な
く
と
も
姦
淫
罪
を
も
包
括
す
る
よ
う
な
加
減
二
等
の
通
則
的
規
定
が
嘗
時
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

、ll
J

、l
lJ

い
。
し
た
が
っ
て
、
さ
し
嘗
り

E
と
田
の
史
料
を
針
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
南
宋
代
の
加
減
二
等
の
主
佃
専
法
を
導
き
出
す
見
解
は
、
こ
こ
で

r
E
E
、

r
E
E
目、

明
確
に
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。

、ll
J

、h
EJ

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
ー
と

E
の
史
料
か
ら
、
南
宋
代
に
加
減
二
等
の
通
則
的
規
定
を
持
つ
主
佃
専
法
が
存
在
し
た
と
す
る
見
解
は
、
確

「
l
、

r
l

L

、ll
J

、l
lJ

定
的
な
論
撲
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
蓋
然
性
に
止
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
刊
と
市
川
の
史
料
か
ら
、
か
か
る
主
佃
専
法
の
存
在
を
裏
附
け
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
姦
淫
罪
は
別
と
し
て
、
北
宋
よ
り
南
宋
へ
と
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
刑

法
上
の
佃
戸
の
地
位
が
低
下
し
た
と
す
る
見
解
も
ま
た
蓋
然
性
を
持
ち
う
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、

管
見
の
限
り
そ
の
嘗
否
を



決
定
す
る
南
宋
代
の
法
規
定
は
見
嘗
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
に
は

U
の
地
主
の
佃
客
殴
殺
罪
と

E
の
佃
客
の
姦
主
規
定
が
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
元
代
の
主
佃
専
法
を
も
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
嘗
面
す
る
こ
の
法
の
展
開
過
程
の
特
徴
を
探
る
こ
と
に

，，
 

.

.
 

、o

y
t
中
心

huw

ω元
代
の
主
佃
事
法

元
代
に
お
け
る
主
佃
専
法
も
、
宋
代
と
同
じ
く
僅
か
数
例
が
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、

に
、
衣
の
一
僚
が
あ
る
。

ま
ず

『
元
史
』
巻

一
百
五
刑
法
四

《殺
傷
》

⑪
 

諸
地
主
殴
死
佃
客
者
、
杖
一
百
七
、
徴
焼
埋
銀
五
十
雨
。

⑮
 

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
刑
量
は
良
人
が
他
人
の
奴
稗
を
殴
殺
し
た
場
合
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
が
直
ち
に
嘗

⑮
 

時
の
主
佃
聞
の
身
分
開
係
が
良
人
と
他
人
の
奴
稗
と
の
関
係
に
準
ず
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
は
な
い
と
い
う
貼
で
あ
る
。

そ
う
し
た
立
論
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
佃
客
が
地
主
を
殴
殺
し
た
場
合
の
刑
量
と
奴
稗
が
良
人
を
殴
殺
し
た
場
合
の
刑
量
と
が
同

一
で
あ
る

n
w
d
 

co 

こ
と
の
読
明
が
必
要
で
あ
る
が
、
管
見
の
限
り
そ
う
し
た
規
定
は
も
と
よ
り
、
闘
訟
法
に
お
い
て
佃
客
の
犯
主
が
凡
人
よ
り
も
加
重
な
刑
罰
を

受
け
る
べ
く
定
め
た
法
規
定
は
、
元
代
史
料
の
中
か
ら
は
全
く
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

開
訟
法
に
閲
し
て
は
右
の
一
僚
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
盗
罪
に
つ
い
て
は
主
佃
各
々
に
闘
す
る
法
規
定
を
掛
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
大
元
聖
世
圏
朝
典
章
』
巻
四
九
刑
部
十
一
・
諸
盗
一
・
菟
刺

《
主
像
佃
物
兎
刺
》
に
、
次
の
よ
う
な
断
例
が
あ
る
。

延
祐
三
年
七
月
日
、
友
州
路
奉
江
西
行
省
割
符
、
近
接
士
口
安
路
申
、
陳
百
六
被
盗
事
。

問
得
陳
慶
二
朕
招
、
不
合
魚
首
糾
合
高
百
一
等
六

名
、
縞
盗
詑
佃
戸
陳
百
六
布
物
入
己
、
併
願
計
至
元
紗
四
十
貫
之
上
。
比
依
奮
例
、
持
陳
慶
二
、
杖
断
九
十
七
下
、

従
賊
高
百
一

等
、

断
八
十
七
下
。
援
刺
字
陪
厩
一
節
、
奮
例
、
奴
盗
主
財
、
親
屍
相
盗
、
菟
刺
、
止
這
正
願
。
本
省
議
得
、
陳
慶
二
既
係
事
主
陳
百
六
回

主
、
叉
賂
蝉
使
嫁
興
震
妻
、
即
興
倹
盗
他
人
財
物
不
向
。
従
賊
高
百
一
等
六
名
内
、
陳
十
一
又
係
首
賊
陳
慶
二
房
兄
。
雄
係
陳
慶
二
糾
合

395 
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上
盗
、

各
有
川
刀
分
麟
物
入
己
、
供
巳
断
誌
。
若
擬
刺
字
追
徴
陪
服、

誠
恐
差
池
。
移
准
中
審
省
盗
該
、
選
刑
部
星
、
議
得
、
首
賊
陳
慶
二

糾
合
高
百
一

等
六
名
、

倫
盗
佃
客
陳
百
六
衣
物
、
罪
巳
断
誌
、
擬
合
兎
刺
。
其
飴
従
賊
高
百
一

等
、
合
依
凡
盗
定
論
。
陪
臓
一
節
、
既
係

革
前
、
克
徴
相
慮
。
目
六
呈
照
詳
。
都
省
准
擬
、
洛
請
依
上
施
行。

こ
れ
は
、
陳
腔
二
が
高
百

一
等
六
名
を
糾
合
し
て
佃
客
陳
百
六
の
布
物
を
縞
盗
し
た
事
件
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
陳
慶
二
が
常
盗
と

は
異
な
っ
て
刺
面
と
陪
蝿
と
を
兎
ぜ
ら
れ
た
理
由
に
開
す
る
部
分
で
あ
る
。
江
西
行
省
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
陳
度
二
の
犯
盗
が
常
盗
と
異
な
る

の
は
、
第
一
に
陳
底
二
が
陳
百
六
の
国
主
で
あ
り
、
第
二
に

「稗
使
」
を
妻
と
し
て
興
え
た
か
ら
で
あ
る
と
云
う
。

か
か
る
判
断
は
既
に
吉
安

路
の
上
申
に
も

一
部
窺
え
る
が
、
本
来
右
の
二
つ
の
理
由
は
い
ず
れ
も
主
奴
な
い
し
親
属
に
該
首
す
る
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
う
し
た
関
係
に
準
出
陣
し
て
腕
度
二
の
罪
の
軽
減
が
行
な
わ
れ
る
に
際
し
て
は
、
次
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
第
二
の
「
牌
使
」
を
嫁

興
し
た
と
い
う
貼
が
大
き
な
意
味
を
持

っ
た
で
あ
ろ
う。

し
か
し
同
時
に
、
陳
慶
二
が
陳
百
六
の
田
主
で
あ
る
と
い
う
第
一
黙
に
も
、

一
定
の

- 70ー

配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
と
い
う
の
は
、
こ

の
断
例
で
陳
慶
二
の
滅
刑
を
賢
し
た
理
由
の
一

つ
、

回
主
で
あ
り

一
方
が
佃
客
で
あ
る
と
い
う
両
者
の
租
佃
関
係
は
、
佃
客
が
犯
盗
の
主
位
で
あ
る
場
合
に
は
、

一
方
が

『
元
史
』

各

一
百
四
刑
法
三
《
盗

賊
》
に諸

佃
客
盗
地
主
財
、
同
常
盗
論
。

と
あ
る
よ
う
に
、
刑
の
加
減
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
何
ら
考
臆
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
元
代
の
盗
罪
に
関
し
て

は
、
地
主
が
地
主
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
一

定
の
法
的
優
位
性
を
保
持
し
て
い
た
の
に
射
し
て
、
佃
客
は
佃
客
な
る
が
ゆ
え
に
そ
の
法
的
地
位

が
九
人
と
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

先
述
の
ご
と
く
、
北
宋
代
に
お
け
る
佃
客
の
犯
主
は
、

盗
罪
を
も
合

め
て
九
人
に
一

等
を
加
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
と
比
較
す
れ
ば
、
南
宋
代
は
な
お
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
盗
罪
に
関
す
る
限
り
遅
く
と
も
元
代

に
は
佃
客
は
凡
人
並
み
へ
と
そ
の
法
的
地
位
を
回
復
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



刷
主
佃
専
法
の
特
徴
|
|
明
代
へ

以
上
に
再
検
討
を
試
み
た
宋
元
代
の
主
佃
事
法
の
展
開
過
程
は
、
い
か
な
る
特
徴
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
残
さ
れ
た
史
料
は
極
め
て

僅
か
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
北
宋
代
よ
り
南
宋

・
元
代
ま
で
辿
る
こ
と
の
可
能
な
地
主
の
佃
客
殴
殺
罪
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
の

は
地
主
の
一
貫
し
た
法
的
地
位
の
上
昇
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
上
昇
の
幅
は
時
代
の
経
過
に
つ
れ
て
よ
り
増
大
す
る
と
い
う
特
徴
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
地
主
の
法
的
地
位
の
上
昇
は
相
封
的
に
見
れ
ば
佃
客
の
地
位
低
下
で
は
あ
る
が
、

凡
人
を
基
準
と
す
れ
ば
、
佃
客
の

法
的
地
位
は
北
宋
代
に
一
等
を
加
え
る
と
い
う
規
定
以
降
、
南
宋
代
の
姦
淫
罪
規
定
を
除
い
て
、
そ
の
地
位
が
凡
人
以
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ

と
を
示
す
史
料
は
皆
無
で
あ
る
。
南
宋
代
に
佃
客
の
姦
主
は
凡
姦
に
二
等
を
加
え
る
と
い
う
規
定
は
確
か
に
存
す
る
も
の
の
、

そ
れ
が
刑
法

一

般
に
わ
た
る
佃
客
の
地
位
低
下
を
示
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
第
一
に
、
南
宋
代
の
姦
淫
罪
規
定
を
除
い

- 71ー

て
、
南
宋
・

元
代
を
、
通
じ
て
佃
客
の
法
的
地
位
の
低
下
は
勿
論
の
こ
と
、

そ
の
地
位
が
凡
人
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
存
し
な
い
こ

と
、
第
二
に
、
元
代
の
盗
罪
規
定
に
お
い
て
、
地
主
の
法
的
優
位
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
佃
客
の
地
位
は
凡
人
並
み
に
回
復

し
て
い
た
こ
と
、
こ
の
二
貼
か
ら
す
れ
ば
、
遅
く
と
も
元
代
に
は
佃
客
の
刑
法
上
の
地
位
は
凡
人
並
み
に
回
復
し
て
い
た
と
い
う
推
定
が
可
能

と
な
る
で
あ
ろ
う。

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
吐
禽
経
済
史
研
究
は
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
佃
戸
の
社
禽
的
経
済
的
地
位
が
上
昇
し
、
同
時
に
主
佃
聞
の
緊
張
と
劃

立
も
ま
た
漸
次
激
化
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
逆
に
法
制
面
で
は
、
北
宋
よ
り
南
宋
へ
と
佃
戸
の
法
的
地
位
が
低
下
し

た
と
指
摘
さ
れ
、
こ
の
い
わ
ば
「
逆
行
現
象
」
を
ど
う
相
即
的
に
捉
え
る
か
が
議
論
の
焦
貼
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
以
上
の

推
定
に
従
う
な
ら
ば
、
佃
戸
の
法
的
地
位
は
必
ず
し
も
低
下
せ
ず
む
し
ろ
上
昇
す
ら
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

」
の
「
逆
行
現
象
」
は
「
並
行
現

397 

象
」

と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
時
に
、
主
佃
等
法
の
展
開
過
程
を
佃
戸
の
抗
租
闘
争
と
関
連
さ
せ
、
そ
れ
に
劃
す
る
弾
匪
を
狙
っ

た
反
動
立
法
と
す
る
見
解
も
修
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、

主
佃
専
法
|
|』
と
り
わ
け
闘
訟
法
1

1

の
展
開
過
程
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は
、
地
主
の
地
位
上
昇
と
し
て
の
み
顕
著
な
饗
化
を
示
し
、
佃
戸
の
抗
租
に
劃
す
る
威
嚇
的
数
果
を
持
っ
た
で
あ
ろ
う
佃
戸
の
地
位
低
下
は
、

⑫
 

必
ず
し
も
招
来
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
明
律
に
お
け
る
主
佃
専
法
の
不
在
も
ま
た
、
こ
う
し
た
宋
元
代
の
主
佃
専
法
の
展
開
過
程
の
延
長
線
上
に
措
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
従
来
佃
戸
の
社
合
的
経
済
的
地
位
の
上
昇
と
い
う
貼
か
ら
の
み
説
明
さ
れ
て
き
た
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
第

一

に
明
律
が
唐
律
を
範
と
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
明
初
の
地
主
居
が
一
定
の
裁
判
権
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
の
二
貼
に
基
づ
い
て
、
必

ず
し
も
主
佃
各
々
が
針
等
に
近
い
法
的
地
位
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
疑
念
を
表
明
し
て
お
い
た
。

こ
の
疑
念

は
、
本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
一
層
深
ま
る
か
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
佃
戸
の
法
的
地
位
は
、
そ
の
社
禽
的
経
済
的
地
位
の
上
昇
に
見
合
う

形
で
遅
く
と
も
元
代
に
は
凡
人
並
み
に
回
復
し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
に
劃
し
て
、
地
主
の
法
的
地
位
は
、
凡
人
へ
近
づ
く
ど
こ
ろ
か
南
宋
・
元

代
へ
と
著
し
く
上
昇
し
て
ゆ
く
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
地
主
の
佃
戸
に
劃
す
る
著
し
い
法
的
地
位
の
優
位
性
は
、

「
元
末
の
反
凱
」
を
経
た
明
初

-72ー

に
お
い
て
も
基
木
的
に
維
持
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
既
に
、

元
代
の
地
主
層
は
、
祉
制
の
下
で
社
内
の
民
事
事
件
に
関
す
る
一
定
の
調

⑬
 

停
権
を
公
的
に
委
譲
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
宋
元
代
の
地
主
の
佃
戸
に
劃
す
る
法
的
地
位
の
上
昇
は
、
こ
の
調
停
権
を
媒

介
と
し
て
祉
内
の
構
成
員
に
射
す
る
法
的
優
位
に
ま
で
扱
大
し
、
そ
れ
が
明
代
の
里
甲
制
下
に
お
け
る
一
定
の
裁
判
権
の
委
譲
に
ま
で
到
達
し

た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
仁
井
田
陸
氏
は
、
「
地
主
の
法
上
の
優
位
は
、
南
宋
期
か
ら
元
代
に
か
け
て
絶
頂
に
達
す
る
よ
う
で

@
 

あ
る
。
」
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
右
の
推
定
に
従
え
ば
、
地
主
の
法
上
の
優
位
は
、
里
甲
内
に
お
い
て
法
を
運
用
な
い
し
執
行
す
る
主
睦
に
ま
で
達

し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
明
代
に
至
っ
て
絶
頂
に
達
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「分
」
の
規
範
と

「
長
幼
の
序
」

前
章
で
見
た
よ
う
に
、
宋
元
代
の
主
佃
専
法
の
展
開
過
程
が
、
地
主
の
一
貫
し
た
法
的
地
位
の
上
昇
と
遅
く
と
も
元
代
に
お
け
る
佃
戸
の
凡

人
並
み
へ
の
地
位
回
復
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
そ
の
延
長
線
上
に
明
代
の
地
主
層
に
射
す
る
一
定
の
裁
判
擢
の
委
譲
が
措
定
さ
れ
る
と



す
る
な
ら
ば
、

。

〉
円
ノ

績
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、

宋
代
よ
り
明
初
に
至
る
主
佃
聞
の
祉
曾
的
な
い
し
人
格
的
身
分
規
制
の
嬰
化
に
つ
い
て
で
あ
ろ

こ
の
貼
に
つ
い
て
は
、
既
に
仁
井
田
陸
氏
に
よ
っ
て
、
宋
代
に
お
け
る
「
主
僕
の
分
」
か
ら
明
代
の
「
長
幼
の
序
」
へ
と
い
う
周
知
の
定
式

化
が
な
さ
れ
て
い
加
。
こ
の
殆
ん
ど
定
読
化
し
た
定
式
に
劃
し
て
、
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
「
主
僕
の
分
」
に
よ
っ
て
身
分
規
制
を
受
け
る

佃
僕
・
地
客
と
い
っ
た
階
層
の
存
在
を
肯
定
し
つ
つ
も
、
租
契
を
通
じ
て
地
主
と
租
佃
関
係
を
結
ぶ
佃
戸
の
身
分
規
制
は
「
主
佃
の
分
」
で
あ

る
と
主
張
し
た
。

し
か
し
、
前
稿
で
は

「主
僕
の
分
」
と
「
主
佃
の
分
」
の
質
的
相
違
や
、

こ
れ
ら
の
身
分
規
制
と

「
長
幼
の
序
」
と
の
関
連

に
つ
い
て
は
全
く
言
及
す
る
暇
を
持
た
な
か

っ
た
。

そ
こ
で
、

ま
ず
「
主
僕
の
分
」
と
「
主
佃
の
分
」
と
の
規
制
力
の
相
違
に
つ
い
て
言
え
ば、

一
般
に
前
者
が
後
者
に
比
し
て
よ
り
強
固
な
身

分
的
規
制
力
を
持
つ
と
い
う
以
外
に
、
雨
者
の
界
限
を
明
確
に
見
定
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、

「分
」
と
い
う
身
分
差
が
、

一 73ー

社
禽
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
行
動
規
範
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
機
能
す
ベ
く
殻
定
さ
れ
た
人
格
的
秩
序
で
あ
る
以
上
、

歴
史
的
時
期
や
地
域
的
偏
差
に
腔
じ
て
、
い
か
な
る
行
篤
が

「分」

の
遵
守
で
あ
り
侵
犯
で
あ
る
か
は
自
ず
と
異
な
っ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
か

た
だ
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
主
僕
の
分
」
に
よ

っ
て
身
分
規
制
を
受
け
る一
雇
傭
人
身
分
の
者
は
、

ら
で
あ
る
。

北
宋
の
至
和
元
年
(
一

O
五
四
〉
以
降
蓄
属
主
の
同
居
親
と
の
通
婚
が
禁
止
さ
れ
、

ま
た
主
家
の
犯
罪
の
告
訴
に
つ

い
て
も
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
た
の
に
劃
し
て
、

「
主
佃
の
分
」
に
よ
っ
て
身
分
規
制
を
受
け
る
佃
客
身
分
の
者
に
は
そ
う
し
た
規
制
は
見
出
せ
ず
、

主
家
に
劃
す
る
同

一
犯
罪
の
刑
量
か
ら
見

て
も
後
者
は
前
者
よ
り
も
上
位
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
相
違
は
指
摘
で
き
る

で

あ

ろ

う

。

「

分

」
の
規
範
が
法
制
面
に
反
映
し
た

貼
か
ら
見
れ
は
、
佃
客
身
分
の
者
は
雇
傭
人
身
分
の
者
に
比
し
て
よ
り
高
い
人
格
的
自
立
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
貼
は
従
来

か
ら
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
は
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雇
傭
人
身
分
の
者
だ
け
で
な
く
佃
客
法
の
劉
象
と
な
る
佃
客
に
も
等
し
く

「
主

僕
の
分
」
が
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
等
し
く
「
主
僕
の
分
」
に
よ
っ
て
身
分
規
制
さ
れ
る
存
在

つ
ま
り
、

399 

で
あ
り
な
が
ら
、
何
故
に
佃
客
身
分
の
者
が
雇
傭
人
身
分
の
者
に
比
し
て
法
的
地
位
が
高
い
の
か
に

つ
い
て
は
、
何
ら
有
数
な
一説
明
が
興
え
ら
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問
題
に
す
ら
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

針
陸
側
係
に
お
い
て
整
合
性
を
持
ち
う
る
だ
け
で
な
く
、

先
述
の
ご
と
く
、
筆
者
は
佃
客
身
分
の
者
の
身
分
規
制
は

「主
佃
の
分
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
右
の
法
的
地
位
と
の

「
主
僕
の
分
」

・
「
主
佃
の
分
」
各
々
の
成
立
契
機
の
相
違
に
よ
っ
て
も
裏
附
け
ら
れ

る
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

て
ー
ー
に
よ
っ
て
成
立
し
、

そ
の
語
が
直
接
示
す
よ
う
に
地
主
と
佃
戸
の
租
佃
関
係
|
|
典
型
的
に
は
租
契
を
通
じ

そ
こ
を
陥
れ
で
は
機
能
し
え
な
い
身
分
規
制
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
、

「
主
佃
の
分
」
と
は、

「
主
僕
の
分
」
は
、
租
佃
閥
係
と
は
全

く
別
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
成
立
し
機
能
す
る
。

こ
の
主
人
と
奴
僕
|
|
法
的
身
分
と
し
て
の
|
|

の
閥
係
に
擬
制
化
さ
れ
た
「
主
僕
の
分
」
な

@
 

る
身
分
差
は
、
典
型
的
に
は
長
期
の
原
傭
契
約
や
人
身
の
典
質
契
約
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
明
清
代
の
例
か
ら
遡
及
的
に
推
論
す
れ
ば
、
か

か
る
契
約
行
痛
を
伴
わ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
主
人
に
よ
る
給
養
や
婚
配
な
ど
の
主
人
|

|
奴
僕
開
係
に
擬
制
化
さ
れ
う
る
契
機
に
よ
っ
て

3

@

 

も
「
主
僕
の
分
」
は
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
υ

こ
の
よ
う
に
、
「
主
僕
の
分
」
の
成
立
契
機
、か
租
佃
開
係
と
は
別
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
し
て
、
買
態
と
し
て
狙
佃
す
る
者
で
あ
っ

て
も
そ
の
'
身
分
規
制
が

「
主
佃
の
分
」
で
は
な
く
「
主
僕
の
分
」
と
し
て
現
わ
れ
る
者
が
嘗
然

存
在
す
る
の
で
あ
り
、
佃
僕

・
地
客
と
レ
っ
た
組
佃
戸
で
す
ら
人
カ
や
幹
人
と
同
じ
く
そ
の
身
分
規
制
が
「
主
僕
の
分
」
で
あ
っ
た
の
は
、
こ

- 74ー

う
し
た
「
主
僕
の
分
」

と

「
主
佃
の
分
」
の
成
立
契
機
の
相
違
を
反
映
し
て
レ
る
の
で
あ
る
。

組
い
て
第
二
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
主
佃
聞
の
身
分
規
制
と

「
長
幼
の
序
」
と
の
関
連
如
何
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
よ
う
。
周
知
の
『
明
太

租
貫
録
』
巻
七
三
洪
武
五
年
(
一

三
七
二
〉
五
月
の
詔
に
、

ぬ

郷常一
…論
歯
、
従
古
所
向
。
九
卒
居
相
見
、
揖
拝
之
艦
、
幼
者
先
施
。
歳
時
燕
舎
、
坐
次
之
列
、
長
者
居
上
。
佃
見
回
主
、

不
論
歯
序
、
並

如
少
事
長
之
陣
。
若
在
親
属
、
不
拘
主
佃、

則
以
親
厩
之
艦
行
之
。
郷
飲
之
曜
、
所
以
明
長
幼
厚
風
俗
。
今
肢
依
己
久
。
宜
令
中
書
、
詳

定
儀
式、

頒
布
遁
守
。

と
あ
る
。
主
佃
聞
に
お
け
る
「
主
僕
の
分
」
の
消
滅
と
「
長
幼
の
序
」
の
成
立
と
い
う
仁
井
田
氏
の
立
論
を
支
え
た
こ
の
史
料
は
、
し
か
し
そ

の
取
扱
い
に
お
い
て
は
、

次
の
貼
に
留
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
第

一
に
、
郷
村
に
お
け
る
「
卒
居
相
見
」
な
い
し

「
歳
時
燕
曾
」
を
貫
く



原
則
と
し
て
刷
の
部
分
に
前
提
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
郷
議
の
歯
を
論
ず
る
は
、
古
し
え
よ
り
向
ぶ
所
な
り
。
」
と
い
う
「
歯
序
」
!
ー
ー
す
な
わ

ち
「
長
幼
の
序
」
1
ー
ー
の
論
理
で
あ
る
と
い
う
貼
で
あ
る
。
し
か
も
、

現
買
に
親
属
を
も
ま
き
込
む
形
で
展
開
し
た
地
主
佃
戸
関
係
を
も
こ

の

「
歯
序
」

の
論
理
に
組
込
む
に
際
し
て
は
、刷
の
部
分
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
一
定
の
篠
件
・

差
別
を
附
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た、
と
い
う
の
が
こ

の
詔
の
論
理
構
成
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
歯
序
」
の
論
理
を
前
提
と
し
た
こ
の
詔
に
あ
っ
て
は

レ
か
な
る
人
間
関
係
で
あ
れ
「
長

幼
の
序
」
以
外
の
形
を
と
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、

そ
れ
が
主
佃
闘
係
に
ま
で
貫
徹
し
た
と
し
て
も
何
ら
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
の
で
あ
る
。
偲

主
佃
聞
の
躍
は
「
主
僕
の
躍
」
と
い

っ
た
も
の
で
は
あ
り
え
ず、

保
件
・
差
別
を
設
け
つ
つ
も
あ
く
ま
で

「長
幼
の
序
」
の
形
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
の
詔
の
論
理
構
成
か
ら
し
て

り
に
主
佃
聞
の
身
分
規
制
が

「
主
僕
の
分
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

一
定
の

極
め
て
嘗
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

「
長
幼
の
序
」
を
原
則
と
す
る
洪
武
五
年
の
詔
に
お
い
て
、
主
佃
関
係
に
つ
い
て
の
み
一

定
の
係
件

・
差
別
を
設
け
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
宋
代
以
来
の
主
佃
関
係
を
律
し
た
「
主
佃
の
分
」
の
存
在
に
よ
る
も
の
で
あ

そ
れ
で
は
、

一75-

カl ろ
う
。
既
に
仁
井
田
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
洪
武
五
年
の
詔
は
清
代
に
は
律
の
篠
例
と
し
て
牧
録
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る

『
大
溝
律
集
解
附
例
筆
樺
』
(李
桝
訂
・
薬
方
嫡
校
、
康
照
刊
本
)
巻
十
二
櫨
律

・
儀
制

《
郷
飲
酒
躍
》
に
は
、

郷
築
技
歯
、

士
農
工
商
人
等
、

卒
居
相
見
、

及
歳
時
宴
舎
、
揖
奔
之
雄
、

幼
者
先
施
、
坐
次
之
列
、

長
者
居
上
。

如
佃
戸
見
佃
主
、

《
此
例
子
郷
議
銃
歯
中
、
分
出
佃
主
佃
戸
之
別
、

不
論

歯
鋭
、
並
行
以
少
事
長
之
躍
。
若
親
属
、
不
拘
主
佃
、
止
行
親
扇
躍
。

主
佃
中
、

叉
以

親
麗
魚
重
、

主
佃
矯
軽
。
》

と
あ
り
、
こ
れ
は
「
郷
黛
の
歯
を
絞
す
」
に
首
っ
て

「
佃
主
佃
戸
の
別
を
分
出
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
註
四
拝
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ

り
、
同
じ
く
「
主
佃
の
分
」
と
は
い
え
、
そ
の
身
分
的
規
制
力
の
強
弱
は
時
代
に
よ
り
ま
た
地
域
に
よ

っ
て
異
な
る
で
あ
ろ
う
し
、

一
般
的
に

宋
代
よ
り
明
清
代
へ

と
時
代
か
下
る
に
つ
れ
て
そ
の
規
制
力
は
弛
緩
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
先
の
洪
武
五
年
の
詔
が
、
明
末
高
暦
四
十
年

C
六一

二
)
刊
の

『
大
明
律
附
例
』
(
王
樵
私
袋
・
男
肯
堂
集
懇
)
に
採
り
上
げ
ら
れ
、
清
代
に
は
律
の
候
例
に
ま
で
牧
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
逆

401 
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に
郷
飲
酒
膿
の
表
際
だ
け
で
な
く
「
主
佃
の
分
」
の
弛
緩
を
も
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

洪
武
五
年
の
詔
を
取
扱
う
場
合
に
留
意
す
べ
き
第
二
の
貼
は
、
こ
れ
が
単
に
停
統
的
な
儒
数
倫
理
の
復
活
を
目
指
す
も
の
で
な
く
、
郷
村
の

数
化
と
秩
序
維
持
を
主
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
貼
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

の
註
轄
に
、

『
大
明
律
附
例
』
巻
十
二
躍
律

・
儀
制

《
郷
飲
酒
嘘
》

洪
武
五
年
定、

:
:
:
其
民
間
里
祉
、
以
百
家
筋

一
曾
、
糧
長
或
里
長
主
之
。

於
里
中
。
若
韻
律
令
、
則
以
刑
部
所
編
申
明
戒
議
書
粂
讃
之
。

百
人
内
、
以
年
最
長
者
負
正
賓
、
除
以
歯
序
坐
。
毎
季
行
之

か
つ
て
仁
井
田
氏
は
、
洪
武
五
年
の
詔
に
依
り
つ
つ
、

郷
飲
酒
櫨
に
佃
戸
が
地
主
と
同
坐
せ
し
め

@
 

ら
れ
て
い
る
貼
に
宋
代
の
主
佃
開
係
と
は
異
な
る
意
味
を
|
|す
な
わ
ち
佃
戸
の
成
長
を
預
測
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
郷
飲
酒
櫨

と
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
も
明
白
で
あ
ろ
う
。

が
明
代
の
郷
村
統
治
の
一

翼
を
捨
う
べ
く
制
度
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上、

贋
汎
に
存
在
す
る
佃
戸
層
を
除
外
し
た
郷
飲
酒
艦
は
現
寅
に
無

し
た
が
っ
て
、

仁
井
田
氏
が
想
定
さ
れ
た
よ
う
に
、
偲
り
に
洪
武
五
年
の
詔
に
よ
っ
て
初
め
て
佃
戸
が
郷
飲
酒
躍
に
同
坐
せ
し
め
ら
れ
た
と
し
て

い

そ

の

貼

そ
の
意
味
に
お
レ
て
佃
戸
の
同
坐
は
必
須
の
要
件
と
な
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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意
味
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
、

を
強
調
し
て
佃
戸
の
社
合
同
的
地
位
の
上
昇
を
導
き
出
す
の
は

一
面
的
な
理
解
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
第
一
に
、
「
主
佃
の
分
」
が
租
佃
関
係
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
に
射
し
て
、
「
主
僕
の
分
」
は
租
佃
関
係
と
は
全
く
別

の
契
機
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
身
分
差
で
あ
る
こ
と
、

第
二
に
、
租
契
に
よ

っ
て
租
佃
聞
係
を
結
ぶ
地
主
と
佃
戸
の
身
分
規
制
は
、
宋
代
以
降

一
貫
し
て
「
主
佃
の
分
」
で
あ
り
、
洪
武
五
年
の
詔
に
見
え
る
「
長
幼
の
序
」
と
は
、

「
歯
序
」
の
論
理
に
基
づ
く
郷
村
の
数
化
・
秩
序
維
持

の
際
の
「
主
佃
の
分
」
の
反
映
と
看
倣
さ
る
べ
き
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
仁
井
田
氏
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
宋
代
に
お
け
る

「
主
僕
の
分
」

か
ら
明
代
の

「
長
幼
の
序
」
へ
と
い
う
定
式
は

「
主
僕
の
分
」
の
成
立
契
機
を
無
視
し
て
宋
代
の
佃
戸
を
一
律
に

「
主
僕
の

分
」
あ
る
存
在
と
捉
え
る
貼
に
お
レ
て
、

ま
た
「
長
幼
の
序
」
が
問
題
と
な
る
主
佃
関
係
の
レ
ベ
ル
に
劃
す
る
配
慮
を
歓
く
黙
に
お
い
て
、
二

重
の
意
味
で
否
定
さ
れ
ね
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、

宋
代
に
お
け
る
「
主
僕
の
分
」
あ
る
佃
戸
、
す
な
わ
ち
佃
僕

・
地
客
的
存
在
が
、
明



代
以
降
ど
の
よ
う
な
地
位
に
置
か
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、

依
然
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
明
清
代
の
史
料

し
た
が

っ
て

「
主
僕
の
分
」
は
明
代

に
現
わ
れ
る
「
主
僕
の
分
」
あ
る
佃
僕
な
い
し
世
僕
の
前
身
は
、
宋
代
に
お
け
る
佃
僕

・
地
客
で
あ
り
、

以
降
も
決
し
て
消
滅
し
て
い
な
い
こ
と

佃
僕
・
地
客
は
「
主
僕
の
分
」
と
い
う

家
父
長
的
身
分
規
制
に
よ

っ
て
捨
保
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え

に
、
洪
武
五
年
の
詔
に
見
え
る
郷
村
統
治
の
劉
象
H

「
佃
戸
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
記
し
、
後
考
に
倹
つ
こ
と
に
し

'
a

、0

4
b
B
V
 

移
轄
問
題
と
主
佃
関
係

宋
代
の
佃
戸
に
移
轄
の
自
由
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
法
的
批
舎
的
な
身
分
規
制
の
評
債
と
も
関
連
し
て
多
く
の
研
究
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
て
い
加
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
移
轄
問
題
を
め
ぐ
る
諸
研
究
の
中
で
は
、
次
の
二
貼
に
つ
い
て
十
分
な
注
意
が
排
わ
れ
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て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
佃
戸
の
移
韓
問
題
と
退
佃
と
が
往
々
に
し
て
混
同
さ
れ
、
雨
者
の
持
つ
祉
曾
経
済
史
的
意
味
の

@

@
 

相
違
が
明
確
に
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
に
、
主
に
周
藤
吉
之
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
佃
戸
の
階
層
差
が
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ

る
議
論
の
中
で
は
軽
視
な
い
し
無
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
こ
の
二
貼
に
留
意
し
つ

つ
関
連
史
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
四
川
地
方
の
移
陣
問
題
は
歴
史
的
に
特
殊
な
意

味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
検
討
封
象
か
ら
除
外
し
、
別
の
機
舎
に
論
じ
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、

『
宋
曾
要
輯
稿
』
食
貨
一
農
回
雑
録

・
天
聖
五
年
(
一

O
二
七
〉
十
一
月
の
詔
で
あ
る
。

江
准
南
湖
刑
湖
一踊
建
贋
南
州
軍
、

嘗
係
、
私
下
分
回
客
、

非
時
不
得
起
移
。
如
主
人
護
遣
、
給
輿
懇
由
、
方
許
別
住
。

多
被
主
人
折
勤
、

不
放
起
移
。
自
今
後
、
客
戸
起
移
、

更
不
取
主
人
強
由
、
須
毎
回
牧
田
畢
目
、
商
量
去
住
、
各
取
隠
使
、
卸
不
得
非
時
衷
私
起
移
。
如
是

主
人
非
理
欄
占
、
許
経
鯨
論
詳
。
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華
北
と
四
川
を
除
く
地
域
を
封
象
と
し
た
「
奮
保
」
が
い
つ
制
定
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
客
戸
の
「
非
時
」
の
起
移
を
禁
止
し
た



404 

こ
の
法
が
天
聖
五
年
の
時
貼
ま
で
数
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
非
時
」

と
は
、

従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
耕
転
種
蒔

こ
の
「
非
時
」

の
起
移
を
禁
止
す
る
黙
は
継
承
し
つ
つ
も、

「
沓
係
」
に
客
戸

よ
り
牧
穫
ま
で
の
期
聞
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
右
の
詔
は

の
起
移
に
は
主
人
の
愚
由
が
必
要
と
定
め
て
い
た
部
分
を
撤
肢
し
、
今
後
客
戸
の
起
移
は
牧
穫
完
了
時
に
主
客
相
互
の
協
議
に
基
づ

い
て
行
う

べ
く
改
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ

の
法
令
の
改
饗
は
、
潜
在
的
な
問
題
と
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
客
戸
の

「
非
時
」
の
起
移
に

削
到
底
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
地
主
が
「
奮
燦
」
の
規
定
を
タ
テ
に
客
戸
に
患
由
を
興
え
ず
客
戸
を
折
助
し
て
起
移
せ
し
め
な
か

と
こ
ろ
で
、

っ
た
と
い
う
朕
況
に
酎
醸
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
車
に
客
戸
が
租
佃
関
係
を
解
消
す

る
こ
と
H
退
佃
の
可
否
や
手
績
き
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
直
接
的
に
は
客
戸
が
地
主
の
鶴
紳
を
離
れ
て
別
主
の
下
へ
起
移
す
る
際
の
、
す
な
わ

ち
居
住
地
移
轄
の
際
の
手
植
き
に
つ

い
て
な
の
で
あ
る
。
加
熱
論
客
戸
の
起
移
は
租
佃
関
係
の
解
消
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
般
的
に
退
佃
が
佃
戸
の
側
か
ら
見
れ
ば
換
主
の
問
題
と
し
て
、

換
言
す
れ
ば
耕
作
地
の
嬰
更
と
し
て
現
わ
れ
る
の
に
封
し、

右
の
詔
が
射
象

と
す
る
客
戸
に
と
っ
て
、

起
移
と
は
「
方
め
て
別
住
を
許
す
に
と
か

「
去
る
か
住
ま
ふ
か
を
商
量
」
す
と
あ
る
ご
と
く
、

換
主
の
み
な
ら
ず
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居
住
地
の
挺
更
を
も
伴
う
行
局
と
な

っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
因
み
に

『
清
明
集
』
墓
木

《争
墓
木
致
死
》
に
は
、

佃
人
洪
再
十
二
、
欲
行
退
佃
、

不
過
興
幹
甲
一池
問
、
欲
越
田
主
、
退
滅
菌
租
而
己
。

と
い
う
一
節
が
見
え
る
が
、
退
佃
を
威
し
に
し
て
租
米
の
減
額
を
要
求
す
る
が
ご
と
き
佃
戸
が
、
偲
り
に
退
佃
を
行
っ

た
と
し
て
も
、

必
ず
し

も
そ
れ
が
居
住
地
の
移
轄
を
も
仲
う
行
筋
で
あ
っ

た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た

『新
編
事
文
額
要
啓
剖
車円
銭
』
外
集
を
十

一
公
私
必
用

に
政
め
る

《
蛍
何
回
地
約
式
》
は
、
南
宋
代
の
租
契
の
形
式
を
問
問
え
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
-記
さ
れ
て
い
る
。

ム
里
ム
都
姓
ム

右
ム
今
得
ム
人
保
委
、
就
ム
鹿
ム
人
宅
、
嘗
何
得
田
若
干
段
、
総
計
幾
畝
零
幾
歩
、
坐
落
ム
都
土
名
ム
慮
、
東
至
西
至
南
至
北
至
。
前
去

耕
作
、
候
到
多
牧
成
了
畢
、
備
一
色
乾
浄
国
米
若
干
石
、
迭
到
ム
鹿
倉
交
納
、

創
不
敢
冒
稀
水
阜
、
以
熟
作
荒
、

故
行
坐
紙
。

如
有
此



色
、
且
保
人
自
周
知
賞
、
甘
伏
代
還
不
詞
。
謹
約
。

年

月

日

個
人
姓
ム
蹴

約

保
人
姓
ム
競

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

嘗
時
の
典
型
的
な
租
契
に
は
佃
戸
だ
け
で
な
く
保
人
の
保
護
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
保
人
は
、
佃
戸
が
水
皐
を
冒
稿
し
て
租

米
の
完
納
を
怠
っ
た
場
合
に
代
償
の
義
務
を
負
う
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
回
目
頭
に
は
、
恐
ら
く
地
主
の
居
住
地
と
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
佃
戸

の
居
住
地
が
記
さ
れ
て
い
る
黙
も
注
目
を
惹
く
。

こ
う
し
た
、
自
ら
の
住
居
を
持
ち
保
人
の
保
誼
を
得
て
地
主
と
租
佃
閲
係
を
結
ぶ
佃
戸
に
と

っ
て
は
、
地
主
の
刻
佃
に
劃
抗
し
う
る
耕
作
権
の
確
保
が
問
題
に
な
り
こ
そ
す
れ
、

「
非
時
」
の
起
移
は
勿
論
の
こ
と
、
毎
歳
の
牧
穫
完
了
時

の
居
住
地
移
轄
な
ど
殆
ん
ど
問
題
と
は
な
ら
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

先
の
天
聖
五
年
の
詔
が
劉
象
と
す
る
客
戸
は
、

戸
と
は
明
ら
か
に
階
層
を
異
に
し
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
か
る
佃

う
か
。 そ

れ
で
は
、
毎
歳
の
牧
穫
完
了
時
に
客
戸
の
居
住
移
輔
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
主
佃
関
係
と
は
、
い
か
な
る
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
ろ

『
績
責
治
通
鑑
長
編
』
巻
三
九
七
元
一
脂
二
年
〈
一

O
八
七
)
三
月
僚
の
王
巌
受
の
上
言
中
に
、

給
田
募
役
法
を
批
判
し
て
、
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富
民
召
客
筋
佃
戸
。
毎
歳
未
牧
穫
問
、
借
貸
周
給
、

一

失

撫

存

、

明
年
必
去
市
之
他
。

今

一
雨
頃
之
空
地
、

募
、
室
鹿
之
備
、
耕
稼
之
資
、
調
糧
之
費
、
百
無
一
有
、
於
何
仰
給
、
誰
此
主
嘗
。
:
:
:
前
日
以
銭
履
役
、
患
有
市
井
之
小
人
。
今
日
以

田
募
役
、
叉
止
得
郷
村
之
洋
客
。
均
之
不
可
矯
郡
回
開
。 無

所
不
至
、

佃
戸
挺
身
腔

と
あ
る
が
、
こ
こ
に
想
定
さ
れ
た
佃
戸
は
、
住
居
は
お
ろ
か
生
産
手
段
の

一
切
を
地
主
に
依
存
し、

端
境
期
に
は
地
主
の
借
貸
に
よ
っ
て
再
生

産
を
維
持
す
る
が
ご
と
き
極
め
て
不
安
定
な
小
経
営
農
で
あ
る
。

か
か
る
佃
戸
は

浮
客
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
北
宋
中
期
の
人
、

欧
陽
筒

『
欧
陽
文
忠
公
文
集
』
外
集
巷
九

《
原
酔
》
に
は
、

ω
 

今
大
卒
一
戸
之
田
及
百
噴
者
、

養
客
数
十
家。

其
開
用
主
牛
而
出
己
力
者
、
用
己
牛
市
事
主
回
以
分
利
者

不
過
十
絵
戸
。
其
齢
皆
出
産

日
浮
客
、
而
有
舎
田
夫
。
此
数
十
家
者、

素
非
富
而
畜
積
之
家
也
。
:
:
:
首
其
乏
時
、

嘗
翠
債
於
主
人
、
市
後
償
之
息
、
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租
而
僑
居
者
、
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不
雨
倍
則
三
倍
。
及
其
成
也
、
出
種
輿
税
、
而
後
分
之
、
償
三
倍
之
息
。

@
 

と
あ
り
、
同
の
部
分
の
牛
耕
す
る
者
と
の
劉
比
で
、
似
の
産
租
を
出
し
て
僑
居
す
る
者
を
浮
客
と
呼
ん
で
い
る
。
し
た
が

っ
て、

浮
客
の
多
く

は
耕
牛
の
ご
と
き
生
産
手
段
を
有
せ
ず
、
地
主
の
家
屋
に
居
住
し
て
生
産
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、

後
段
か
ら
窺

え
る
よ
う
に
、

浮
客
の
再
生
産
は
||
牛
耕
す
る
佃
戸
と
と
も
に
|
|
地
主
の
物
質
的
干
興
な
し
に
は
成
立
せ
ず
、
そ
の
物
質
的
干
興
は
二

・

三
倍
の
利
息
を
伴
う
債
務
と
な
っ
て
浮
客
の
再
生
産
を
座
迫
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
く
北
宋
中
期
の
人
、
蘇
淘
『
嘉
結
集
』
巻
五
衡
論

下

《
田
制
》
に
は
、
浮
客
を
用
い
た
地
主
の
土
地
経
営
に
つ

い
て
、

富
民
之
家
、
地
大
業
底
、
肝
陪
連
接
。
募
召
浮
客
、
分
耕
英
中
、
鞭
答
描
役
、
覗
以
奴
僕
、
安
坐
四
顧
、
指
麿
於
其
開
。
而
役
腐
之
民
、

夏
矯
之
持
、
秋
清
之
穫
、
無
有
一
人
達
其
節
度
以
嬉
。
而
田
之
所
入
、
己
得
其
半
、
耕
者
得
其
字
。
有
国
者
一
人
、
而
耕
者
十
人
。
是
以

国
主
目
黒
其
字
、
以
至
富
強、

耕
者
日
食
其
字
、
以
至
於
窮
餓
而
無
告
。

主
に
よ
る
傍
働
の
指
揮
は
、
こ

の
小
経
営
農
と
し
て
の
自
立
性
の
弱
さ
と
、

存
す
る
浮
客
の
存
在
形
態
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

地
主
の
家
屋
に
居
住
し
生
産
手
段
の
殆
ん
ど
す
べ
て
を
地
主
に
依
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と
記
す
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
浮
客
の
身
分
的
隷
属
性
の
強
さ
は
小
経
営
の
不
安
定
性
ゆ
え
の
債
務
開
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
地

以
上
に
見
た
よ
う
な
佃
戸
H
浮
客
は
、
そ
の
小
経
営
、か
不
安
定
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

土
地
に
劃
す
る
定
着
性
も
ま
た
務
弱
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
先

の

王

殿

史

の

上

言

に

は

、

地

主
が

コ
た
び
撫
存
を
失
せ
ば
、
明
年
必
ず
去
り
て
他
に
之
く
。
」
と
指
摘
さ
れ

『
縮
資
治
通
鑑
長
編
』
各
四
五

一
元
一防
五
年
(
一

O
九
O
〉
十
一
月
僚
に
、

本
墓
租
課
、

か
か
る
佃
戸
は

て
い
た
が
、

新
西
鈴
轄
蘇
献
言
、
:
:
:
民
庶
之
家
、

者
、
其
誠
心
恐
客
散
而
回
荒
、

後
日
之
失
、
必
倍
於
今
故
也
。

と
あ
り
、
『
皇
朝
文
鑑
』
各
一
百
六
所
牧
の
北
宋
中
期
の
人
、
日
大
釣
の

《
民
議
》
に
も
、

今
訪
問
、
主
戸
之
回
少
者
、
往
往
量
買
其
田
、
以
依
有
力
之
家。

有
力
之
家、

既
利
其
回
、
叉
軽
其
力
、
而
臣
僕
之
。

置
荘
回
招
佃
客
、

非
行
仁
義
。

然
猶
至
水
皐
之
歳
、
必
須
放
克
欠
負
、
借
貸
種
糧

若
此
則
主
戸
盆



耗
、
客
戸
日
盆
多
。
客
難
多
、
而
聴
従
不
定
、

終
不
帰
官
府
之
用
。

と
見
え
る
の
は
、
い
ず
れ
も
佃
戸
の
定
着
性
の
弱
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
従
来
佃
戸
の
移
鱒
の
自
由
と
関
連
さ
せ
て
論

じ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
佃
戸
の
定
着
性
の
薄
弱
さ
に
基
づ
く
轄
徒
・

逃
亡
を
示
す
例
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
以
上
か
ら
結
論
す
れ
ば
、
先
の
天
聖
五
年
の
詔
は
、
地
主
の
家
屋
に
居
住
し
生
産
手
段
の
殆
ん
ど
す
べ
て
を
地
主
に
依
存
し

@
 

て
生
産
に
従
事
す
る
佃
戸
層
を
封
象
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
佃
戸
層
は
土
地
に
劃
す
る
定
着
性
が
薄
弱
な
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
居
住
地

@
 

の
移
轄
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
か
か
る
佃
戸
層
の
法
的
身
分
が
佃
客
身
分
か

雇
傭
人
身
分
か
に
つ
い
て

は
、
逮
か
に
断
じ
難
い
面
が
あ
る
。
先
の
天
聖
五
年
の
詔
に

「
毎
回
牧
田
皐
日
、

商
量
去
住
、
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、

一
年
輩
位
の
租

佃
契
約
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
が
、
し
か
し
北
宋
代
の
租
佃
契
約
書
は
現
在
ま
で
護
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

果
し
て
そ
こ
に
い
か
な
る
内
容
が

含
ま
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
か
か
る
佃
戸
屠
の
租
佃
は
租
佃
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ

た
か
も
不
明
だ
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
前
稿

で
試
み
た
「
主
佃
の
分
」
あ
る
佃
戸
と
「
主
僕
の
分
」
あ
る
佃
戸
と
い
う
こ
大
別
は
、
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す
べ

て
南
宋
代
の
史
料
か
ら
開
納
さ
れ
た
論
黙
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
南
宋
代
が
か
か
る
身
分
秩
序
の
確
立
期
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

そ
の
形
成
期
に
相
嘗
す
る
北
宋
代
の

こ
の
佃
戸
層
は
、
右
の
二
つ
の
階
層
に
大
き
く
分
解
し
て
ゆ
く
原
基
的
形
態
を
示
す
と
い
う
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
言
え
ば
、
か

か
る
佃
戸
屠
の
階
層
分
化
の
進
展
は
、
も
と
よ
り
地
域
差
に
庭
じ
た
不
均
等
性
を
示
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
既
に
北
宋
代
の
中
期
に
は
照
傭

人
法
と
は
異
な
る
佃
客
法
を
制
定
せ
し
む
る
ま
で
に
達
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
南
宋
代
に
至
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
紹
興
七
・
八
年

(
二
三
七
J
三
八
〉
頃
に
書
か
れ
た
王
之
道

『
相
山
集
』

巻
二
二
《
乞
止
取

佃
客
割
子
》
で
あ
る
。

伏
見
、
准
南
諸
郡
、
比
経
兵
火
、

所
存
凋
底
、
百
無
二
三
。
其
開
嘗
篤
人
佃
客
、
而
徒
郷
易
主
、

定
、
富
家
E
室
、
不
復
問
其
如
何
、
投
牒
州
照
、
争
相
嬢
奪
。
兵
火
之
後
、

契
券
不
明
、
州
鯨
既
無
所
患
。
故

一
時
金
多
位
高
者
、
威
得

聾
其
所
欲
、
而
貧
弱
下
戸
、

莫
適
赴
恕
、
勉
従
騒
使
。
深
可
痛
情
。
:
:
:
欲
乞
、
自
今
以
往
、
鹿
嘗
魚
人
佃
客
、
而
難
難
之
際
、
不
見
牧

以
就
口
食
、
幸
菟
溝
悠
一者。

今
既
卒
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養
、
至
碑
従
他
屍
者
、
雄
有
契
券
、
州
眠
不
得
受
理
。
嘗
服
部
難
相
牧
、
逮
卒
定
判
加
熱
故
逃
鼠
者
、
聴
其
主
経
所
属
、
自
陳
牧
捕
。
所
在
州

豚
、
不
得
容
隠
。
著
潟
甲
令
、
庶
幾
潜
鈎
撰
奪
之
風
、
大
綿
記
述
逃
之
俗
。

こ
の
史
料
か
ら
、
首
時
の
佃
戸
の
移
締
に
か
か
わ
る
何
ら
か
の
法
的
規
制
を
導
き
出
す
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
宋
金
抗
争
と
い
う
異

常
事
態
下
の
准
南
に
関
す
る
史
料
で
あ
り
、
戦
火
を
逃
れ
て
「
従
郷
易
主
」

し
た
佃
戸
を
地
主
相
互
が
「
援
奪」

し
合
う
風
潮
に
劃
し
て
、
法

的
規
制
を
加
う
べ
く
要
請
し
た
上
奏
文
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、

嘗
時
佃
戸
が
逃
亡
し
た
場
合
は
、
地
主
は
契
努
を
誼
擦
に
そ
の
佃
戸
を
連
れ

@
、

戻
す
こ
と
が
で
き
た
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
は
宮
崎
市
定
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
逃
亡
だ
か
ら
で
あ
っ

て
、
常
態
に
お
け

「首
時
租
契
に
定

る
佃
戸
の
移
陣
や
退
佃
と
は
、
全
く
問
題
の
レ
ベ
ル
を
異
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
草
野
靖
氏
は
こ
の
史
料
か
ら
、

め
た
佃
作
期
間
は
佃
戸
は
移
持
出
来
な
い
と
い
う
法
令
が
あ
り
、
地
主
達
が
こ
の
法
令
を
楯
に
他
薩
に
移
っ
た
佃
客
を
連
れ
戻
し
て
い
た
こ
と

@
 

が
明
ら
か
で
あ
る
。
」
(
傍
貼
筆
者
〉
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
右
の
史
料
か
ら
そ
う
し
た
法
令
の
存
在
を
導
き
出
す
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。

@
 

し
た
が
っ

て
、
右
の
史
料
は
、
佃
戸
の
移
楠
問
題
を
論
ず
る
際
の
参
考
史
料
と
は
な
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

績
い
て
、
胡
宏

『
五
峯
集
』
巻
二

《
輿
劉
信
叔
書
五
首
》
の
第
五
首
に
、

刑
湘
之
問
、
有
主
戸
不
知
愛
養
客
戸
。
客
戸
力
徴
、
無
所
赴
訴
者
。

往
年
那
守
妊
公
縛
、

言
於
朝
詩
、
買
頁
土
田、

書
、
臨
其
自
使
。
朝
廷
頒
行
其
説
。
湘
人
群
起
而
縞
議
、
莫
不
M

戸
口
証
公
之
請
、
争
客
戸
之
訟
、
有
至
十
年
不
決
者
。

と
あ
り
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、

『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
巻

一
六
四
紹
興
二
十
三
年

(
=
五
一二)
六
月
庚
午
僚
に
、

詔
、
民
戸
典
麗
田
地、

味
得
以
佃
戸
姓
名
私
魚
開
約
、
随
契
分
付
。
得
業
者
、
亦
傍
得
勤
令
耕
佃
。
如
達
許
越
一訴
、

立
人
力
顧
契
救
科
罪
。
以
言
者
有
請
、
従
戸
部
立
法
也
。
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不
得
載
客
戸
於
契

比
附
固
有
利
債
負
虚
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と
あ
る
。
荘
縛
が
知
那
州
で
あ
っ
た
の
は
紹
興
八

・
九
年
頃
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
ま
ず
刑
湖
地
方
で
客
戸
を
契
書
に
載
せ
て
土
地
と
と
も
に

貰
買
す
る
こ
と
が
禁
ぜ
ら
れ
、
紹
興
二
十
三
年
に
改
め
て
南
宋
の
全
域
に
同
様
の
禁
令
が
頒
た
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

右
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
嘗
時
刑
湖
地
方
だ
け
で
な
く
南
宋
の
各
地
に
土
地
と
と
も
に
貰
賀
さ
れ
る
佃
戸
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る



が
、
二
度
に
わ
た
る
禁
令
の
頒
布
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
は
違
法
行
爵
で
あ
り
法
制
上
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、

元
聖
世
園
朝
典
章
』
巻
五
七
刑
部
十
九
・

禁
典
健
《
禁
主
戸
典
賀
佃
戸
老
小
》
に
、

至
元
十
九
年
十
二
月
十
五
日
、
御
史
蓋
援
山
南
湖
北
道
按
祭
司
申
、
准
副
使
楊
少
中
牒
、
切
見
、
江
南
富
戸
、

止
集
団
土
、
因
買
国
土
、

方
有
地
客
。
所
調
地
客
、
即
係
良
民
、
主
家
科
源
、
其
害
甚
於
官
司
差
設
。
若
地
客
生
男
、
便
供
奴
役
、
若
有
女
子
、
便
矯
蝉
使
、

或
魚

妻
妾
。

-
j
i
-
-
峡
州
路
剣
官
史
捧
善
呈
、
本
路
管
下
民
戸
、
臨
敢
眼
前
佃
客
、
計
其
口
敏
立
契
、
或
典
或
費
、
不
立
年
分
、
興
買
買
騒
口
無

異
。
聞
有
略
畏
公
法
者
、
持
些
小
荒
遠
田
地
、
爽
稽
佃
戸
典
買
、
稽
是
障
田
佃
客
、
公
行
立
契
外
、

男
行
私
立
文
約
。

『大

と
見
え
る
よ
う
に
、
剤
湖
地
方
の
佃
戸
は
土
地
と
と
も
に
買
買
さ
れ
る
に
止
ま
ら
ず
、

土
地
と
切
離
さ
れ
て
典
嘗
・
買
賀
さ
れ
て
す
ら
い
た
の

で
あ
る
。
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
、
か
か
る
佃
戸
は
佃
客
法
の
封
象
と
な
る
存
在
で
は
な
く
、
佃
僕
・
地
客
と
い

っ
た
強
固
な
身
分
的
隷
属
性

を
持
つ
農
民
で
あ
る
と
推
定
し
た
が
、
こ
の
推
定
に
立
て
ば
、
紹
興
二
十
三
年
の
詔
で
地
主
が
閲
約
を
作
っ
て
佃
戸
を
典
買
す
る
行
焦
が

「
因
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有
利
債
負
虚
立
人
力
顧
契
救
」
に
比
附
し
て
断
罪
さ
れ
る
と
い
う
貼
も
、
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

佃
僕
・
地
客
と
は
、
典
型
的
に
は
長
期
の
履
契
な
い
し
典
契
に
よ
っ
て
地
主
に
射
す
る
人
身
的
隷
属
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ
た。

す
な
わ
ち
、
彼
等
は
自
己
の
人
身
そ
の
も
の
に
劃
す
る
債
務
を
負
う
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
地
主
が
土
地
と
と
も
に
、
あ
る
い
は
土
地
と

切
離
し
て
か
か
る
佃
戸
を
典
買
す
る
の
は
、
佃
戸
に
劃
す
る
こ
の
債
権
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
い
わ
ば
履
傭
人
の
轄
雇
と
同
様
の

行
震
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
何
故
に
雇
傭
人
身
分
に
あ
る
佃
戸
の
典
買

(
H綜
雇
)
が
禁
止
さ
れ
、
そ
れ
が
「
因
有
利
債
負
虚
立
人
力
顧
契
救
」

に
比
附
し
て
断
罪
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
因
有
利
債
負
虚
立
人
力
顧
契
」
と
は
、
利
息
付
き
の
債
負
の
抵
嘗
に
人
身
を
取
り
、
そ
れ
を
隠

@
 

蔽
す
る
た
め
に
人
力
と
し
て
雇
傭
し
た
と
い
う
偽
り
の
契
約
を
立
て
て
法
禁
を
菟
れ
る
行
痛
を
意
味
す
る
が
、

そ
れ
は
結
果
的
に
人
身
の
蹄
属

質
H
債
務
奴
隷
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
佃
戸
の
典
買
は
、
爽
州
路
剣
官
史
揮
諸
国
の
呈
に
「
或
典
或
賀
、
不
立
年
分
、
興
買
買
騎

@
 

口
無
異
。
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
年
限
を
定
め
た
再
雇
で
は
な
く
、
開
属
質
化
に
結
果
す
る
行
魚
と
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
佃
戸
を
典
賓

と
も
に
債
務
に
基
づ
く
蹄
厩
質
化
を
質
す
黙
に
お
い
て
共
通
す
る
が
ゆ
え
に
、

409 

す
る
行
震
と
「
固
有
利
債
負
虚
立
人
力
顧
契
」
の
行
震
と
が
、
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両
者
の
聞
に
比
附
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
な
く
、
「
因
有
利
債
負
虚
立
人
カ
顧
契
放
」
に
よ
っ
て
で
も
な
く
、
後
者
に
比
附
し
て
断
罪
さ
れ
る
の
は
、

人
身
分
の
者
で
あ
り
、
地
主
に
射
し
て
人
身
的
債
務
を
負
う
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
佃
戸
を
典
頁
す
る
行
痛
が
、
人
身
貰
買
を
禁
止
す
る
法
令
に
よ
っ
て

ま
さ
し
く
こ
の
佃
戸
が
属
傭

以
上
の
検
討
か
ら
、

四
川
地
方
を
除
く
佃
戸
の
移
陣
問
題
に
つ
い
て
は
、
天
聖
五
年
の
詔
で
佃
戸
の
居
住
地
移
轄
に
は
地
主
の
湿
由
が
必
要

と
さ
れ
て
い
た
鮎
が
撤
康
さ
れ
、
以
後
は
牧
穫
完
了
時
に
主
佃
聞
の
協
議
に
よ
っ
て
移
轄
す
べ
き
こ
と
に
改
植民さ
れ
た
以
外
、
北
宋
|
|
南
宋

一
般
に
宋
代
の
佃
戸
が
法
制
上
土
地
に
緊
縛
さ
れ
て
い
た
と
す
る
見
解
は

を
通
じ
て
法
的
規
制
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
は
な
く
、

し
た
が

っ
て
、

否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

が
、
し
か
し
そ
れ
は
地
域
差
に
鹿
じ
て
、

ま
た
佃
戸
の
階
層
差

・
身
分
差
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
意
味
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
天

-
-
e
R
】

J

中
J
寸
J
1
L

質
態
と
し
て
佃
戸
の
移
輔
が
地
主
に
よ
る
製
肘
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
事
寅
で
あ
る

聖
五
年
の
詔
で
問
題
と
さ
れ
た
客
戸
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
生
産
手
段
を
有
せ
ず
地
主
の
家
屋
に
居
住
し
て
生
産
に
従
事
す
る
不
安
定
な
小
経

営
農
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
は
小
経
営
の
不
安
定
性
ゆ
え
に
除
儀
な
く
さ
れ
た
地
主
に
劃
す
る
債
務
関
係
を
清
算
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
自
由
に

- 84ー

移
特
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
に
引
い
た
ご

失
撫
存
、
明
年
必
去
而
之
他
。」

と
か
「
客
雌
多
、
而
聴
従
不

定
、」
と
い
っ
た
例
は

佃
戸
の
移
柿
仰
が
法
制
上
公
認
さ
れ
て
い
た
か
否
か
と
い

っ
た
レ
ベ

ル
に
お
い
て
で
は
な
く
、

佃
戸
の
小
経
営
が
不
安

定
な
る
が
ゆ
え
に
惹
起
さ
れ
る
逃
亡

・
輔
従
を
一万
す
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

い
わ
ゆ
る
「
随
回
佃
客
」
と
稽
さ
れ
る
階
層
は
、

地
主
に
射
す
る
強
聞
な
身
分
的
隷
属
性
を
持
つ
佃
僕

・
地
客
な
ど
の
雇
傭
人
身
分
に
あ
る
者
で
あ
り
、

か
か
る
佃
戸
は
、
自
己
の
人
身
に
射
す

る
債
務
を
清
算
し
な
い
限
り
移
輔
の
自
由
は
有
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

」
う
し
た
佃
戸
の
階
層
差

・
身
分
差
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、

律
に
佃
戸
の
移
輔
が
自
由
で
あ
っ
た
か
否
か
を
論
ず
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

本
稿
は
、
宋
代
佃
戸
の
身
分
問
題
と
い
う
包
括
的
な
表
題
を
掲
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
二

・
三
の
側
面
を
検
討
し
え
た
に
止
ま
っ
て



い
る
が
、
以
下
に
論
旨
を
要
約
し
、

残
さ
れ
た
課
題
を
附
記
し
て
む
す
び
に
か
え
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
主
佃
聞
の
刑
法
上
に
お
け
る
法
的
身
分
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
北
宋
よ
り
元
代
に
至
る
展
開
過
程
は
、
開
訟
法
に
お
け
る
地

主
の

一
貫
し
た
地
位
上
昇
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
こ
れ
に
劃
し
て
佃
戸
の
法
的
地
位
は
、
従
来
の
推
定
と
は
異
な
っ
て
、
佃
客
の
犯
主

は
凡
人
に
一

等
を
加
え
る
と
い
う
北
宋
代
の
規
定
以
降
、
南
宋
代
の
姦
淫
罪
規
定
を
除
い
て
そ
の
地
位
低
下
を
示
す
確
誼
は
存
せ
ず
、
む
し
ろ

遅
く
と
も
元
代
に
は
凡
人
並
み
に
地
位
回
復
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
明
代
の
里
甲
制
下
に
お
け
る
地
主
居
の
一
定

の
裁
判
権
の
保
持
は
、
宋
元
代
に
お
け
る
地
主
の
法
的
地
位
の
著
し
い
上
昇
過
程
の
延
長
線
上
に
措
定
し
う
る
と
考
え
ら
れ
、
し
た
が

っ
て
、

明
代
の
地
主
居
が
、
佃
戸
の
み
な
ら
ず

里
甲
の
構
成
員
に
劃
し
て
も
法
の
運
用
な
い
し
執
行
の
主
臨
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
宋
代
以
降
の
地
主
の
法
的
地
位
の
優
位
性
は
明
代
に
至
っ
て
絶
頂
に
達
し
た
と
言
い
う
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
ま
た
、
明
律

に
お
け
る
主
佃
専
法
の
不
在
も
、
必
ず
し
も
主
佃
各
々
が
劉
等
に
近
い
身
分
関
係
に
接
近
し
た
こ
と
の
反
映
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
以
上
は
あ
く
ま
で
主
佃
聞
の
法
的
地
位
の
饗
化
に
の
み
基
づ
く
推
定
で
あ
っ
て
、

か
か
る
地
位
嬰
化
を
賀
し
た
背
景
や
そ
の

評
債
は
、
現
質
の
主
佃
関
係
の
展
開
過
程
と
の
開
連
や
園
家
権
力
の
性
格
分
析
を
捨
象
し
て
い
る
本
稿
に
と

っ
て
、
依
然
未
解
決
の
課
題
と
し

- 85-

て
蔑
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
主
佃
聞
の
社
曾
的
な
い
し
人
格
的
な
身
分
規
制
に
つ
レ
て
言
え
ば
、
租
契
に
よ

っ
て
地
主
と
租
佃
閥
係
を
結
ぶ
佃
戸
の
身
分
規
制

は
、
宋
代
以
降
明
清
代
に
至
る
ま
で
一

貫
し
て
「
主
佃
の
分
」
で
あ
り
、
洪
武
五
年
の
詔
に
現
わ
れ
る

「
長
幼
の
序
」
と
は
、
主
佃
聞
に
お
け
る

身
分
規
制
の
本
質
的
要
化
を
一
示
す
指
標
た
り
う
る
も
の
で
は
な
く
、

「歯
序
」
の
論
理
に
基
づ

い
て
郷
村
の
数
化

・
秩
序
維
持
を
行
う
際
の
、

「主
佃
の
分
」
の
反
映
と
看
倣
さ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
主
佃
の
分
」
な
る
身
分
差
に
つ

い
て
は
、
そ
の
規
制
力
が

地
域
差
に
臆
じ
て
異
な
り
、
ま
た
時
代
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
規
制
力
が
弛
緩
し
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
の
、
本
稿
で
は
そ
の
百
六位
的
内
容
を

全
く
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

-
-
£
一

ふ
j

J
i

宋
代
に
お
け
る
「
主
僕
の
分
」
あ
る
佃
戸
、

す
な
わ
ち
佃
僕

・
地
客
と
い

っ
た
階
層
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は
、
明
清
代
に
お
け
る
佃
僕
・
世
僕
と
呼
ば
れ
る
階
層
の
前
身
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

し
た
が

っ
て
、
か
か
る
階
層
の
「
主
僕
の
分
」
は
明
清
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更
に
、

代
に
至

っ
て
も
決
し
て
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
附
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
川
地
方
を
除
く
佃
戸
の
移
轄
問
題
に
つ
い
て
は
、

天
聖
五
年
に
佃
戸
の
居
住
地
移
轄
に
は
地
主
の
愚
由
が
必
要
と
さ
れ
て

い
た
貼

れ
た
形
跡
は
な
く

し
た
が
っ
て
、

が
撤
肢
さ
れ
、

以
後
牧
穫
完
了
時
に
主
佃
聞
の
協
議
に
基
づ

レ
て
行
う
ベ
く
定
め
ら
れ
た
以
外
、
北
宋

l
南
宋
を
通
じ
て
法
的
規
制
が
加
え
ら

一
般
に
宋
代
の
佃
戸
が

法
制
上
土
地
に

緊
縛
さ
れ
て
い
た
と
す
る

見
解
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
た
だ
寅
態
と
し
て
、
宋
代
の
佃
戸
の
中
に
は
、
小
経
営
の
不
安
定
性
の
ゆ
え
に
再
生
産
過
程
に
お

い
て
地
主
と
の
債
務
関
係
を
除
儀
な
く

さ
れ
た
階
層
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
佃
僕

・
地
客
と
い
っ
た
人
身
に
劃
す
る
債
務
を
負
う
存
在
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
っ

て、

か
か
る
佃
戸
層

は
そ
の
債
務
を
清
算
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
移
轄
の
自
由
を
有
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
移
轄
問
題
を
も
含
め
た
宋
代
佃

戸
の
身
分
的
隷
属
性
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
佃
戸
の
階
層
差

・
身
分
差
を
内
包
し

つ
つ
展
開
し
た
主
佃
闘
係
の
具
鐙
的
な
分
析
を
経
て
初
め
て

明
ら
か
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
し
て
こ
の
貼
の
解
決
こ
そ
が
、
本
稿
に
残
さ
れ
た
最
も
大
き
な
課
題
な
の
で
あ
る
。

註①

拙
稿
「
宋
元
代
の
奴
紳

・
雇
傭
人

・
佃
僕
に
つ
い
て
|
|法
的
身
分
の

形
成
と
特
一寅
l|
」
(
一
九
七
八
年
、
「北
海
道
大
皐
文
皐
部
紀
前
官」

一
一六

|
二
)
。
以
下
行
論
の
中
で

「
前
稿
」
と
呼
ぶ
の
は
、
す
べ
て
こ
の
拙
稿

を
指
す
。

へ。

周
藤
士
口
之
「
宋
代
の
佃
戸
制
|
|
奴
隷
耕
作
と
の
関
聯
に
お
い
て
|
|
」

(
一
九
四
八
年、

『中
園
土
地
制
度
史
研
究
』
所
枚、

東
京
大
患
出
版
曾
)
、

同
氏
「
宋
代
の
佃
戸

・
佃
僕

・
傭
人
制
|
|
特
に

『宋
代
の
佃
戸
制
』
の

補
正
を
中
心
と
し
て
l
l
l
」
(
一
九
五
三
年
、
同
前
著
書
所
収
)
。

③

宮

崎
市
定
「
読
史
割
記
」
(
一

九
三
六
年
、

『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
第

一
所

枚、

東
洋
史
研
究
曾
)
、
同
氏

『東
洋
的
近
世
』
(
一
九
五

O
年、

『ア
ジ

ア
究
論
考
』
上
所
枚
、
朝
日
新
聞
社
〉
、
伺
氏

「部
幽
か
ら
佃
戸
へ
|

|
唐

- 86ー

宋
閃
吐
曾
曲
変
革
の

一
面
|
|
」
(
一
九
七
一
年
、
『
ア
ジ
ア
史
論
考
』
中
所

枚
、
朝
日
新
聞
社
)、

草
野
靖

「{木
代
の
頑
佃
抗
租
と
佃
戸
の
法
身
分
」

(
一
九
六
九
年
、

「史
皐
雑
誌
」
七
八
十

一
)。

④
仁
井
田
陸
「
中
園
の
農
奴
・

履
傭
人
の
法
身
分
の
形
成
と
時
現
質
|

|
主

僕
の
分
に
つ

い
て
|
|
」
(
一
九
五
六
年
、
『中
国
法
制
史
研
究
||
奴
隷

農
奴
法
家
族
村
落
法
|

|
』
所
牧
、
東
京
大
間
四
十
出
版
舎
〉
。

⑤
相
回
洋
「
『元
末
の
反
飢
』
と
そ
の
背
景
」

(
一
九
七
O
年、

「
歴
史
聞学

研
究
」
一
一
一
六
一
〉
。

⑤
背
中
野
氏
註
③
論
文
。

⑦

こ
れ
は

『宋
史
』

巻
一二
一
一
一
《
王
瑛
崎
町
》
及
び
鄭
克

『折
獄
稿
鑑
』
を

八
衿
謹
《
王
瑛
》
に
見
え
、
後
者
を
引
用
す
る
と
、
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王
瑛
侍
郎
知
復
州
、
民
有
殿
佃
客
死
者
。
吏
賂
論
如
法
。
忽
夢
有
人
持

牒
叩
庭
下
回
、
某
事
未
可
法
以
死
論
也
。
瑛
疑
之
、
因
留
獄
未
決
。
有

司
目
、
無
足
疑
者
。
瑛
日
、
第
留
之
。

後
十
鈴
日
、
果
有
新
制
下
、
凡

主
人
殿
佃
客
死
、
聴
以
減
死
論
。

吏
民
莫
不
紳
服

《
見
王
珪
丞
相
所
撰

墓
誌
》
。

と
あ
る
。
王
瑛
が
何
年
に
知
復
州
で
あ
っ
た
か
確
定
し
え
な
い
が
、
こ
こ

で
は
一
際
草
野
氏
註
③
論
文
に
従
っ
て
、
本
論
の
ご
と
く
解
剖
押
し
て
お
き

た
い
。
な
お
、
草
野
氏
が
主
佃
幕
法
の
制
定
に
先
立
っ
て
、
奏
裁
の
制
度

を
基
礎
に
地
方
官
の
手
に
よ
る
剣
例
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ

た
黙
は
、
安
掌
で
あ
り
首
肯
さ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
(
主
佃
専
法
で

は
な
い
が
、
同
様
の
例
は
『
折
獄
勉
鑑
』
巻
八
衿
謹

《
陳
執
方
|
李
土
衡

附
l
》
を
参
照
)
が
、
同
時
に
氏
が、

『
宋
史
』

の

《
王
瑛
停
》
に
嬢
っ

て
「
こ
の
一
節
は
、
嘗
時
主
佃
聞
の
紛
争
に
、
士
大
夫
層
よ
り
見
れ
ば
、

傷
害
致
死
も
己
む
を
得
ず
と
い
え
る
よ
う
な
局
面
が
生
ま
れ
て
い
た
こ

と
」
を
暗
示
す
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
黙
は
納
得
で
き
な
い
。

『折
獄
勉

鑑
』
に
注
す
る
王
珪
『
華
陽
集
』
に
は
王
瑛
の
墓
誌
は
既
に
存
し
な
い

が
、
そ
の
い
ず
れ
か
に
擦
っ
た
で
あ
ろ
う

『
宋
史
』
の
《
王
瑛
停
》
は、

ほ
ぼ
引
用
史
料
の
傍
貼
部
分
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
引
用

し
た
『
折
獄
勉
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
更
に
こ
れ
に
附
さ
れ
た
鄭
克
の
、

按
此
非
思
慮
所
及
。
蓋
卒
時
持
謹
、
故
感
於
夢
線。

記
目
、
至
誠
之

道
、
可
以
前
知
。
其
此
之
類
鍬
。

と
い
う
按
文
か
ら
す
れ
ば
、
草
野
氏
の
推
論
は
や
や
牽
強
に
す
ぎ
る
と
言

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

@
績
け
て
本
論
に
引
く
『
建
炎
以
来
終
年
要
録
』
の
王
居
正
の
上
言
は、

こ
れ
を
元
噂
年
間
に
繋
年
す
る
が
、

『
文
献
一週
考
』
各
一
六
七
刑
考
六
・

刑
制
は

『
績
資
治
通
鑑
長
編
』
と
同
じ
く
元
踊
五
年
に
、

『宋
史
』
巻

一

九
九
刑
法
一
で
は
元
一
路
六
年
と
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
稿
の
行
論
に
さ

し
た
る
影
響
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
元
結
五
年
と
見
て
お
き
た
い。

@
「
有
所
規
求
避
克
而
犯
者
」
の
部
分
は
、
従
来
「
避
菟
を
規
求
す
る
所

有
り
て
犯
す
者
」
と
讃
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば

『宋
刑
統
』

巻
十
七
賊
盗
律
《
幼
因
・
捉
入
信
用
質
〉〉

に、

諸
有
所
規
遜
而
執
持
入
信
用
質
者
、
皆
斬
。
部
司
及
郷
伍
知
見
避
質
不
格

者
、
徒
二
年
《
注
略
》。

と
見
え
、
そ
の
疏
議
に
、

有
人
或
欲
規
財
、
或
欲
避
罪
、
執
持
入
居
周
質
、
規
財
者
求
閥
、
避
罪
者

防
格
、
不
限
規
避
軽
重
、
持
質
者
皆
合
斬
坐
。

:
:
:

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
規
求
」
と
「
避
菟
」
は
並
列
の
行
震
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑮
紹
興
教
、
正
式
に
は
紹
興
重
修
殺
令
格
式
は
、
紹
興
元
年
〈

一一

一一一

一
〉

八
月
四
日
に
修
定
さ
れ
、
同
二
年
正
月

一
日
に
頒
布
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
浅
井
虎
夫

『
支
那
ニ
オ
ケ
ル
法
典
編
纂
ノ
沿
革
』

(
一
九

一
一
年
、

京
都
法
息
曾
〉
一

一一一一九
J
四一

頁
参
照
。

⑪

註
①
拙
稿

一
七
四
頁
に
こ
の
史
料
を
引
い
て
、
「
郎
佃
客
姦
主
、
各
加

二
等
以
上
。
」
と
句
讃
を
附
し
た
が
、
こ
れ
は
諜
り
で

本
稿
の
ご
と
く
訂

正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑫
地
主
の
佃
客
殿
殺
罪
が
日
に
お
い
て
附
帯
さ
れ
て
い
る
の
は
、

言
う
ま

で
も
な
く
減
一

等
の
原
則
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
く
、

死
罪

を
減
じ
た
後
の
庭
置
に
つ
い
て
追
記
す
る
必
要
か
ら
で
あ
ろ
う。

⑬
『
慶
元
保
法
事
類
』
巻
八

O
雑
門

《
努
照
法
》
名
例
教
に
、

諸
於
人
力
女
使
佃
客
裕
主
者
、
謂
同
居
態
有
財
分
者
。
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と
あ
る
よ
う
に
、
佃
客
に
と
っ

て
の

「主
人
」
と
は
地
主
の
同
居
間
財
者

す
べ
て
を
指
す
。

⑬

こ
の
俊
文
は
、
『
大
元
理
世
国
側
胤
ハ掌
』
径
四
二
刑
部
凹

・
殺
奴
仰
熔

佃

《
主
戸
打
死
佃
客
》
の
断
例
を
要
約
し
た
も
の
で
、
そ
こ
で
は
こ
の
候

文
に
示
さ
れ
る
刑
宣
の
ほ
か
、
「
地
主
殴
殺
佃
客
、

其
情
聴
重
不
同
、
難

議

一
位
定
擬
。
今
後
若
有
違
犯
之
人
、
追
勘
完
備
、
際
訪
司
審
復
無
菟
、

依
例
結
案
、
至
日
詐
断
。
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に
、

『
元

史
』
刑
法
志
の
候
文
は

多
く
一
筒
の
断
例
を
要
約
し
た
も
の
に
す
ぎ
ず

(
岩
村
忍

・
田
中
謙
二
校
定

『校
』定
本
元
典
章
刑
部
』
第

一
冊

〔
一
九
六

四
年
、
京
都
大
串
人
文
科
皐
研
究
所
元
県
草
研
究
班
〕
の
岩
村
忍
氏
に
よ

る
序
文
参
照
〉
、
し
た
が
っ
て
特
定
の
犯
罪
を
貿
く
通
則
的
規
定
と
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
元
代
に
お
い
て
も
、
従
前
の
断
例
を
参
照

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
刑
量
を
確
定
す
る
と
い
う
操
作
は
蛍
然
行
な
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
っ
て
(
例
え
ば
、

『
大
元
単
位
図
朝
比
ハ章
』
を
凹
九
刑
部
十

一・

菟
刺

《受
庖
人
盗
主
物
免
刺
》
と
同
書
新
集

・
刑
部

・
伶
頭
口

《
倹

mm主
牛
界
例
》
を
削
制
限
せ
よ)、

そ
れ
ゆ
え
、
特
定
犯
界
の
刑
金
の
傾
向

性
を
示
す
も
の
と
し
て

『元
史
』
刑
法
志
を
利
用
す
る
こ
と
は
可
能
と
思

わ
れ
る
。

⑮

『
元
史
』
巻
一
百
五
刑
法
四

《
殺
傷
》
に
、

諸
良
人
以
闘
殿
殺
人
奴
、
杖

一
百
七
、

徴
焼
埋
銀
五
十
雨
。

と
あ
る
。

⑮
こ
う
し
た
見
解
は
、
「
主
僕
の
分
」
の
法
制
上
へ
の
反
映
と
し
て
、
周

藤
氏
註
②
後
者
の
論
文
、
仁
井
田
氏
註
④
論
文
、
相
田
氏
註
⑤
論
文
に
示

さ
れ
て
い
る
。

⑫

も
と
よ
り
主
仰
本
法
の
制
定
は
、
現
貨
の
主
佃
聞
の
係
争
を
前
提
と
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
そ
の
係
争
事
件
が
、

草
野
氏
が

言
わ
れ
る
よ
う
な
地
主
の
寄
生
化
・

不
在
化
に
よ
る
抗
租
闘
争
を
主
要
な

原
因
と
す
る
も
の
か
否
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
地
主
の
寄
生
化

・
不
在
化
と
い
う
貼
に
つ
い
て
言
え
ば
、
関
訟
法
や
姦
淫
罪
規
定
の
存
在

か
ら
し
て
、
一
般
に
主
佃
専
法
制
定
の
背
景
を
な
す
嘗
時
の
主
佃
関
係
は

決
し
て
疎
遠
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
犯
罪
が
日
常
的
に
設
生
し
う

る
程
度
に
接
近
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑬

松

本
議白山
間氏
執
筆
の
和
田
清
編
『
支
那
地
方
自
治
授
逮
史
』

(
一
九
三

九
年
、

中
華
民
閣
法
制
研
究
曾
〉
第
三
章
第
四
節
参
照
。

⑬
仁
井
田
氏
註
④
論
文
二
ハ
一

頁。

@

仁

井

田
氏
註
④
論
文
。

③

こ

う

し
た
表
現
は
、
あ
る
い
は
語
弊
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
仁
井
田

氏
註
④
論
文
に
は
、
佃
戸
H
決
奴
が
奴
殺
や
雇
傭
人
と
興
な
る
黙
が
説
明

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し、

そ
れ
は
専
ら
経
済
的
側
面
か
ら
の

説
明
に
す
ぎ
ず
、
氏
に
あ
っ
て
は
、
同
じ
く
「
主
僕
の
分
」
あ
る
存
在
と

は
い
え
、
小
経
営
政
た
る
段
奴
が
奴
殺
や
雇
傭
人
よ
り
法
的
地
位
が
高
い

の
は
蛍
然
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

ヲ
匂
。

②
註
①
拙
稿
参
照
。

③
小
山
正
明

「
明
代
の
大
土
地
所
有
と
奴
僕
」
(
一
九
七
四
年
、
「
東
洋
文

化
研
究
所
紀
要
」
六
二
〉
に
よ
れ
ば
、
明
清
代
の
「
奴
僕
」
身
分
は
、
主

家
に
よ
る
家
族
の
構
成
と
給
援
の
二
燦
件
を
中
核
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い

た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
主
僕
の
分
」
の
成
立
契
機
も
ま
た

そ
れ
ら
の
黙
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

筆
者
は
、

唐
律
の
奴
紳
に
関
す
る
律
文
が
、
低
に
図
家
な
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い
し
皇
帝
と
の
関
係
に
お
い
て
奴
稗
た
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
存
在

を
前
提
と
し
、
こ
の
前
提
に
立
っ
て
奴
鮮
と
主
人
と
の
関
係
を
逐
一

規
定

し
て
い
る
の
に
封
し
て
、
明
清
代
の
「
奴
僕
」
身
分
が
、
小
山
氏
の
指
摘

の
と
お
り
専
ら
「
奴
僕
」
と
主
人
と
の
具
鐙
的
な
関
係
に
基
づ
い
て
規
定

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
既
に
法
的
身
分
の
成
立
要
件
の

面
か
ら
し
て
、
唐
律
上
の
奴
稗
身
分
と
は
異
質
の
存
在
で
あ
ろ
う
と
考
え

る
。
ま
た
、
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

筆
者
は
宋
代
以
降
1

1
元
代
は

や
や
異
な
る
が
|
|
明
清
代
に
お
い
て
も
、

唐
律
が
規
定
す
る
が
ご
と
き

私
奴
稗
は
民
聞
に
は
殆
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。
小
山

氏
が
明
清
代
の

「
奴
僕
」
身
分
の
中
核
と
し
て
翠
げ
ら
れ
た
婚
配
と
給
養

と
い
う
二
僚
件
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
は
質
は
唐
律
上
の
奴
稗
身
分
の
本

質
的
な
成
立
要
件
で
は
な
く
、
そ
の
特
徴
的
な
属
性
を
示
す
も
の
で
あ
っ

て
、
こ
の
属
性
に
基
づ
い
て
明
清
代
の
「
奴
僕
」
身
分
が
規
定
さ
れ
て
い

た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
第
一
に
、
宋
代
以
降
の
私
奴
稗
制
の
衰
退
を
一
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
し
、
第
二
に
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
存
在
す
る
私
奴
紳
的
な

殺
民
民
の
法
的
身
分
は
、
唐
律
上
の
私
奴
稗
と
は
異
な
る
性
格
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。

@
註
③
と
も
関
連
す
る
が
、
待
衣
凌
「
明
代
微
州
庄
僕
制
度
之
側
面
的
研

究
|
|
明
代
徽
州
庄
僕
文
約
斡
存
」

(
一
九
六

一
年
、
『
明
清
農
村
社
曾
経

済
』
所
牧
、
北
京
三
聯
書
応
〉
に
は
、
明
代
徽
州
の
庄
僕
の
成
立
原
因
に

つ
い
て
、
付
租
佃
し
て

交
租
承
役
す
る

場
合
、

口
地
主
の
家
屋
に
居
住

し
、
地
主
の
山
地
に
葬
ら
れ
る
場
合
、
回
授
精
に
基
づ
く
場
合
、

同
債
務

の
抵
嘗
と
な
る
場
合
、
の
四
時
"
が
翠
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
村
の
原
因
を
積

額
的
に
支
持
す
る
史
料
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

章

有
義

「従
奥
夜
和
堂
庄
僕
後
規
看
清
代
徽
州
圧
僕
制
度
」
(
「文
物
」
一
九

七
七
年
十

一
披
〉

に
よ
れ
ば
、

庄
僕
の
身
分
的
地
位
は
、
程
佃
関
係
に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
待
氏
の
間
務
げ
ら
れ
た
口
J
伺
の
ご
と
き
原
因
に
よ
っ

て

態
役
文
書
を
立
て
た
こ
と
に
基
づ
い
て
成
立
し
、
庄
僕
が
租
佃
を
行
う
場

合
に
は
、
こ
の
際
役
文
書
と
は
別
に
租
佃
契
約
を
行
う
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
、
租
佃
契
約
書
に
は
交
租
に
関
す
る
事
項
が
記
さ
れ
て
い
る

に
す
ぎ
ず
、
立
約
人
が
圧
僕
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
内
容
で
は
な
い
と

云
う
。
し
た
が
っ
て
章
氏
は
、
佃
僕
な
る
呼
秘
に
つ
い
て
も
、
「
質
際
は

僕
に
由
っ
て
佃
な
の
で
あ
り
、
決
し
て
佃
に
由
っ
て
僕
な
の
で
は
な
い
と

言
う
べ
き
で
あ
る
。
」
(
四
七
頁
〉
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

②
仁
井
田
氏
註
④
論
文
。

⑧
こ
の
前
提
と
な
る
宋
元
代
の
郷
飲
酒
に
関
す
る
史
料
は
少
な
く
(
例
え

ば
『
宋
禽
要
斡
稿
』
躍
四
六
に

《
郷
飲
酒
膿
》
な
る
項
が
存
す
る
が
、
こ

れ
は
専
ら
科
塑
と
の
関
連
を

一
ホ
す
の
み
で
あ
る
)
、
蛍
時
郷
飲
酒
躍
が
ど

れ
程
行
な
わ
れ
て
い
た
か
、
佃
戸
が
参
加
し
て
い
た
か
否
か
は
不
明
で
あ

る
。
洪
武
五
年
の
詔
す
ら

「
今
駿
帥
航
し
て
己
に
久
し
。
」
と
言
う
ご
と
く
、

残
存
史
料
の
紋
少
は
む
し
ろ
郷
飲
酒
践
の
衰
磁
を
物
語
る
で
あ
ろ
う
。
た

だ
一
例
、
元
末
明
初
の
人
、
宋
縦

『
宋
息子
士
文
集
』
径
七
五

《
東
陽
貞
節

庭
士
訪
問府
君
墓
銘
》

に、

至
於
郷
人
、
毎
歳
冬
至
、
殺
牲
置
酒
、品
目
長
老
後
人
、
行
郷
飲
躍
。
府

君
箆
之
諮
設
嘉
模
偉
行
、
佼
聴
之
目
、
気
父
兄
子
弟、

山首
如
走
。
郷
民

莫
不
化
服。

と
い
う

一
節
が
見
え
る
。
こ
れ
は
元
中
期
の
人訪問
玄
の
基
銘
で
あ
り
、
新

東
東
陽
脈
の
事
例
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
郷
人
」
が
ど
の
範
閣
の

人
々
を
含
む
か
遥
か
に
確
定
し
え
な
い
が
、
「長
老
」

・
「
俊
人
」
と
区
別

さ
れ
た
階
層
の
者
を
含
む
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
佃
戸
婦
が
含
ま
れ
て
い
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る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

《
郷
飲
酒
礎
》
に
は
、

一
旦
位
、

毎
戯
春
秋
社
祭
禽
飲
畢
、
行
郷
飲
酒
躍
。

と
い
う
一
節
が
見
え
る
が
、

前
掌
に
引
い
た

欧
陽
惰

『
欧
陽
文
忠
公
文

集』

外
集
径
九

《
原
弊
》
に
は
、
浮
客
を
も
含
め
て、

此
数
十
家
者
、
由
来
非
富
而
畜
積
之
家
也
。
其
春
秋
紳
社
、
婚
姻
死
葬
之

具
、
叉
不
幸
過
凶
荒
興
公
家
之
事
、

首
其
乏
時
、
嘗
恕
償
於
主
人
、
而

後
償
之
息
。

と
あ
り
、
叫
に
北
宋
代
よ
り
浮
客
も
含
め
て
佃
戸
は
春
秋
祉
祭
の
構
成
員

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
佃
戸
暦
の
参
加

・
不
参
加
よ

り
も
、
む
し
ろ
蒋
玄
が
「
嘉
殺
像
行
」
を
裕
揚
す
る
講
設
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
郷
飲
酒
縫
が
郷
民
数
化
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
に
注

目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
終
玄
の
基
銘
を
記
し
た
宋
柿酬
が
、
明
の
大

問
朱
元
磁
の
最
も
有
力
な

e

ブ
レ
ー
ン
の
一
人
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
洪
武
五
年
の
詔
は
、
宋
減
が
蒋
玄
の
ご
と
き
事
例
を
ふ
ま
え
て
平
hA消

し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

@
従
来
の
諸
研
究
に
つ
い
て
は
、
草
野
梢
「
大
土
地
所
有
と
仰
戸
制
の
展

開
」
(
一
九
七

O
年
、
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
九
所
牧
、

岩
波
書
庖
)
の

「
は
じ
め
に
」
を
参
照
。

@

宮

崎

氏
註
③
の

「
部
曲
か
ら
佃
戸
へ
|
|唐
宋
閲
吐
舎
嬰
革
の
一
面

|

|
」
、
及
び
草
野
氏
註
③
論
文
で
は
、
佃
戸
の
起
移
と
退
佃
と
が
同
一

の
行
信
用
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

③

周

藤

氏

註
②
論
文
参
照
。

③

杜

佑

『
通山内
』
径
七
食
貨
七

《
歴
代前倒
衰
戸
口
》
の
論
に
は
、
浮
客
に

つ
い
て
「
浮
客
、
調
避
公
税
、
依
強
豪
作
佃
家
也
。」
と
記
し
て
い
る。

『
大
明
律
附
例
』
径
十
二
虐
律

・
儀
制

@
天
翠
五
年
の
詔
に
つ

い
て
は
、

既
に
柳
田
節
子
「
宋
代
地
主
制
と
公
権

力
」
(
一
九
七
五
年
、「
東
洋
文
化
」
五
五
)
に
、
こ
の
佃
客
は
地
主
の
家

屋
に
同
居
し
家
内
奴
線
的
性
格
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘

が
な
さ
れ
て
い
る
。

②

北
宋
代
の
佃
戸
の
移
柿
刊
に
闘
し
て
は
、
な
お
李
元
弼

『
作
邑
白
筋
』

各

六
人《
劫
論
民
庶
勝
》

に、

佃
戸
動
強
、
便
足
味
食
け
全
諮
主
家
四
…
顧
、
不
得
鳴
附
地
利
。
作
事
誠

仏
w

h

い

向

は
F

h

H

信
、
須
時
間
傘
卑
。
莫
興
主
家品
守
山柄
、
逝
勅
主
人
、
待
要
移
起
、
被
人
窺

見
所
策
。
便
是
養
家
之
道
。

と
い
う

一
節
が
あ
る。

ωの
部
分
は
様
々
の
解
稗
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

ωlωの
部
分
は
各
々
濁
立
の
行
潟
と
し
て
、

「
主
家
と
争
気
(
張
り
合

う
)
し
、
主
人
に
逝
勅
〈
何
ら
か
の
要
求
を
無
理
強
い
す
る
)
し
、
移
起

を
待
要
(
し
よ
う
と
す
る
)
し
て
、
人
に
所
魚
を
窺
見
さ
れ
て
(
村
八
分

に
な
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
)
は
な
ら
な
い
。」
、
と
い
う
意
味
に
解
し
て
お

き
た
い
。
と
す
れ
ば
、
佃
戸
の
移
起
は
村
落
に
お
け
る
粧
品
問
的
規
制
力
の

あ
り
方
と
も
関
連
す
る
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う。

@

宮

崎

市
定
「
宋
代
以
後
の
土
地
所
有
形
態
」
(
一
九
五
二
年
、
『
ア
ジ
ア

史
研
究
』
四
所
枚
、
東
洋
史
研
究
曾
)
一

O
二
J
三
頁
参
照
。

⑧
草
野
氏
註
①
論
文
二
六
頁。

③

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
朱
来

『
晦
奄
先
生
朱
文
公
文
集
』
別
集
巻
一

O

《
申
監
司
篤
賑
蜘
場
利
害
》
も
、
佃
戸
の
移
穂
問
題
を
め
ぐ
る
法
規
則
を

論
ず
る
際
の
参
考
史
料
と
は
な
し
え
な
い
。

③
周
藤
氏
註
②
後
者
の
論
文
六
七
五
頁
参
照
。

⑨
「
慶
元
燦
法
事
類
』
各
八

O
雑
門

《
出
穆
償
負
》
の
雑
教
に
、

諸
以
債
負
質
骨
白
人
口

《
腹
立
人
力
女
使
庖
契
同
》
、
杖

一
百
。
人
放
逐
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使
、
銭
物
不
透
。
情
重
者
奏
裁
。

と
見
え
る
。

③
註
①
拙
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宋
代
に
お
け
る
女
使
の
雇
備
期
限
は
十

年
と
さ
れ
、
勝
康
の
際
に
は
年
限
と
債
銭
と
を
通
計
す
べ
く
定
め
ら
れ
て

い
た
が
、
人
力
の
雇
傭
期
限
に
関
す
る
法
規
制
は
存
し
な
か
っ
た
と
恩
わ

れ
る。

し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
雇
備
の
最
大
期
限
に
つ
い
て
で
あ
っ

て、

勝
震
の
際
に
年
限
・

債
銭
を
通
計
す
べ
き
貼
は
人
力
も
女
使
と
同
様

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
草
野
氏
註
③
論
文
は
、
地
主
と
佃
戸
の
聞
の
債
務
関
係
を
認
め
る
黙
に

お
い
て
筆
者
と
見
解
が
一
致
す
る
が
、
そ
の
債
務
を
佃
戸
の
人
身
に
封
す

る
も
の
と
は
看
倣
し
て
い
な
い
。
俵
り
に
、
こ
れ
が
単
な
る
債
務
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
何
故
佃
戸
を
賀
買
す
る
地
主
が
人
身
寅
買
を
禁
止
す
る
法

417 

令
に
よ

っ
て
、
あ
る
い
は

「
因
有
利
債
負
虚
立
人
力
顧
契
救
」
そ
の
も
の

に
よ
っ
て
庭
断
さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

一方、

周
藤
吉
之
「
北
宋
末

|

|
南
宋
初
期
の
私
債
お
よ
び
私
租
の
減
菟
政
策
|

|
宋
代
佃
戸
制
再

論
」
(
一
九
七
二
年
、
「
東
洋
大
準
大
祭
院
紀
要
」
九
〉
で
は
、
土
地
の
典

買
に
よ
っ
て
佃
戸
を
拘
束
す
る
こ
と
と
、
有
利
債
負
に
よ
っ
て
人
口
を
拘

束
す
る
こ
と
と
が
、
人
身
を
拘
束
す
る
貼
に
お
い
て
共
通
す
る
ゆ
え
に
雨

者
に
比
附
が
行
な
わ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
何
故
に
比
附

さ
れ
る
法
が
「
因
有
利
償
負
虚
立
人
力
願
契
救
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
、
そ
の
貼
が
回
世
味
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

附
記
、
論
文
集
と
し
て
m

単
行
本
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
論
文
は
、
煩
を
避
け
る

た
め
原
後
表
年
の
み
を
記
し
て
原
誠
雑
誌
名
等
は
省
略
し
た
。
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富農and aimed at production for sale. One of the conditions for the

development of this class was the introduction of labour-saving methods

of fertilization, which was the basis of cultivation.　This need was met

by such commercial fertilizer as soybean-meal fertilizer｡

　　　

The use of soybean-meal as fertilizer began in the middle of the Ming

dynasty, but only on ａ regional basis. Its use became widespread during

the early Ch‘ing, and by the Ch‘ien-lung 乾隆and Chia-ch‘ｉｎｇ嘉慶periods,

apart from the Northeast, Shantung, North Honan, and North Kiangsu, it

was also shipped by sea and river transport to the lower Yangtze in large

quantities.

　

It held ａ position of firstimportance　in　Ｃｈ‘ing commerce,

and even including illegal smuggling remained one of the most important

products of the period. Quantities traded were ｓｕ伍cient to supply all the

needs of the lower Yangtze area.　That this area was able to purchase

fertilizeris proof of the high level small scale commercial　farming　had

reached｡

　　　

However, in the later years of the dynasty, although soybean-meal was

shipped to sugar-cane farmers in Kuangtung and Fukien, it became scarce

in the Shanghai area.　Also, the amount transported by river into Honan,

Southern Anhui, and Northern Kiangsu was greatly reduced. Thereafter,

the

　

introduction

　

of

　

foreign

　

products

　

and

　

the

　

likin system changed the

conditions of commerce in fertilizer. The drop in prices and rise in wages

resulting from imported cloth formed the background for　the　decline of

commercial farming in the lower Yangtze area.

Problems of the status of Tenants 佃戸in the Sung

Tａｋａｈａｓhi Yoｓhiｒｏ

　　　

This article is an investigation of several problems connected with the･

legal and social status of tenants during the Sung dynasty･

　　　

I. The legal position of landlords, with　respect to tenants, became

increasingly strong under the Northern and Southern Sung and the Yuan,

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－



until undｅｒ　tＶveli-ｃｈｉａ里甲system of the Ming the landlords acquired

judicial rights with respect to their tenants. ０ｎ the other hand, the legal

status of tenants under the Northern Sung　had been　lower　than that of

other citizens. But, contrary to the accepted view, it cannot be said that

this status declined still further during the Southern Sung ； rather, until

the Yuan at least, their status remained that of ordinary citizens.

　　　

11. The distinction of status between landlord and tenant during the

Sung is expressed by two phrases -.　chｕ-t公社ｃｈｉｈμｎ主佃之分, or “land-

lord-tenant,”and chuボｕ ｃｈｉｈｆｅｎ主僕之分or “master-servant.”The

landlord-tenant relationship respresents ａ contractual relationship for the

payment of rent, as in the Ming and Ｃｈ‘ingperiods. Thus although an

edict of 1372 says that this relationship is one between elder and younger

長幼之序(i. ｅ. between superior and inferior}, this is merely ａloose phrase

to express special circumstances. However, the master-servant relationship

■was of ａ completely different kind ； this was the class known in the Sung

as Z‘ien-p'uｲ田僕or Zムゐ‘ε地客and the precursors of the Z‘必り)‘uand

ｄzzαng-p'u庄僕of the Ming and Ｃｈ‘ing.

　　　

III. With the ｅχception of Szechwan, the tenants of the Sung period

could, when the harvest was completed, legally change their place of

residence. Thus, the tenants were not legally bound to the land. In fact,

however, many tenants were either bound by debt or had a　relationship

of the indentured type ； unless these　obligations　were discharged, they

could not change their place of residence.

On the Titles of“General” 将軍and ‘'Governor” 都督

　　　　　　　　　

in the Chin Dynasty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Obi　Ｔａｈｅｏ

　　

This article is concerned with developments in the role ｏ£“Ｓｓｕ-ｃｈｅｎｅ”

四征generals and the description of the system of "governorships”都督

in the Chin dynasty. (By “Ｓｓｕ-ｃｈｅｎｇ　ｇｅnerals,”linclude such
titles as

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－


